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❍実施概要                              

 

事 業 所 名：   プチ・ナーサリー弘明寺 

報告作成日：     2020 年  11 月 1 日  （評価に要した期間 5 ヶ月間） 

評 価 機 関：   一般社団法人 日本保育者未来通信 

 

【評価方法】 

1．事業者自己評価  【実施期間：2020 年 7 月下旬～2020 年 8 月下旬】 

・評価機関の担当者より、施設長へ第三者評価の主旨及び実施方法を説明。保育所版自己評価シート【共通

評価基準】及び【内容評価基準】については、施設長及び職員で協議し作成。 

 

 

2．利用者家族アンケート  【実施期間：2020 年 10 月 13 日～2020 年 10 月 27 日】 

・配布：全園児の保護者（45 家族）に対して、園から配布。 

・回収：保護者が評価機関所定の回収 BOX に投函し回収。 

 

 

3．訪問実地調査 【実施日：2020 年 9 月 25 日、9 月 28 日】  

■9 月 25 日 

①午前：各クラスの保育観察（3 歳児、4 歳児、5 歳児） 

②午後：書類調査～事業者面接調査（施設長） 

 

■9 月 28 日 

①午前：各クラスの保育観察（0 歳児、1 歳児、2 歳児） 

②午後：書類調査～事業者面接調査（施設長） 

 

 

4．利用者本人調査【実施日：2020 年 9 月 25 日、2020 年 9 月 28 日】 

・全日、各クラスの保育観察を中心に、遊び、食事、排泄、午睡などを観察。 

・乳児については観察調査、幼児については観察と遊びの時間の際に、会話の中で適宜聞き取り調査を実施。 
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❍評価結果についての講評                         

（高く評価できる点、独自性のある点、今後期待される点、工夫改善点などについて総括） 

 

【施設の概要】 

 プチ・ナーサリー弘明寺は、市営地下鉄ブルーライン「弘明寺駅」、京急「弘明寺駅」から徒歩 5 分の場所

にあり、地域の商店街から少し離れた住宅街に位置し、施設は広い園庭を持った２階建ての園舎です。当園

の定員は、60 名（0~5 歳児）、開園時間は、月曜日から土曜日の 7 時 00 分～19 時 00 分です。  

玄関入ってすぐのスペースは照明をふんだんに取り付けた広いホールになっており、子どもたちの靴箱な

どが備え付けられています。 玄関を入ってすぐの右側の壁には、子どもの１日の様子を記入したスケッチブ

ックや写真などを掲示しています。また、子どもたちの製作も飾られています。左側には事務所があり、仕

切りなどで遮られていないため、開放的な印象を受けます。事務所のすぐ横には、木をモチーフにし、子ど

もたちが５～６人は入って遊べそうな隠れ家があります。１階から２階に上がる階段の吹き抜け部分はアス

レチックネットが張ってあり、子どもの遊び心をくすぐるスペースとなっています。全体的に明るい木目と

白い壁を基調とした造りの施設で、木のぬくもりを感じる優しい雰囲気の施設です。  

保育室は年齢別に分かれており、１階は３歳児、４歳児、５歳児の保育室、事務室、調理室があります。1

階の子どもたちの各保育室からは直接園庭に出られる設計になっています。２階は０歳児、１歳児、２歳児

のそれぞれの保育室と誰でもが使えるフリースペースがひとつあります。 ０歳児の部屋とフリースペースは

半分小上がりの畳敷きになっていて、フリースペースからは吹き抜けのアスレチックネットの上に出ること

もできます。園庭には小さなプールがあり、水遊びが楽しめるようになっています。 
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1．高く評価できる点 

○子どもたち一人ひとりが、十分に体を動かして遊べる活動に積極的に取り組んでいます。 

例年、区が主催する駅伝に参加し、日頃の保育活動に取り入れています。公園に遊びに行った際は必ずマ

ラソンを取り入れるとともに、雨の日は、室内にカラーコーンを置き、「1 分半完走」として、1 分半の間に

カラーコーンの周りを走るという取り組みがされています。これらの取り組みは、保育室内に子どもたち一

人ひとりの記録として掲示しています。また、週に 1 回 30 分程度、2 歳児から 5 歳児クラスでピアノに合わ

せて、体を動かすなどのリトミックの活動を取り入れています。乳児クラスはベビーマッサージなども取り

入れています。さらに、縄跳び、ボール、鉄棒などを使った運動にも積極的に取り組んでいます。その他、

日頃から室内に鉄棒や平均台、マットなどを用意し、一日を通して運動遊びが十分にできるよう工夫するな

ど子どもたち一人ひとりが十分に運動遊びを楽しめる取り組みがされています。 

 

〇園全体で一人ひとりの子どもたちの育ちに応えられるよう、環境が整えられています。 

園全体で保育者のかかわり及び設備面において、一人ひとりの子どもたちの育ちに応えられるよう環境が

整えられています。設備面においては、１階から２階に上がる階段の吹き抜け部分にアスレチックネットが

張ってあり、子どもたちがダイナミックに体を動かして遊ぶ環境が整えられています。中長期計画において、

運動遊びの備品の購入計画も立てられており、子どもたちの育ちをささえる環境づくりに努めています。一

方で休息できる場として、事務所のすぐ横には、木をモチーフにした、子どもたちが５～６人は入って遊べ

そうな隠れ家があります。また、２歳児クラスにも、木をモチーフにした秘密の部屋と呼ばれる隠れ家があ

り、そこにはじゅうたんが敷かれ、ゆったりと絵本を読む場所となっています。さらに、乳児がゆったりと

過ごせるよう畳の部屋もあります。これらの環境を整えた中で、職員は一人ひとりの子どもたちの育ちを踏

まえ、子どもたちが自発的に遊べるよう、必要に応じた援助をする見守り保育を実践しています。 

 

 

 

2．独自に取り組んでいる点 

〇季節に応じた製作活動に、計画的に取り組んでいます。 

季節（雨期、夏、秋など）に応じた保育活動の内容をクラスで計画し、園長が確認し実践しています。例

えば、花を使った色水遊びや風船に和紙や花紙を貼ったちょうちん作りなど、時期に応じて子どもたち一人

ひとりの育ちや興味を踏まえた製作活動に取り組んでいます。実践した内容は、実施後に振り返りを行い、

次の計画に生かしています。さらに、活動内容については、スケッチブックを使用し文章や写真で知らせる

とともに、製作物の玄関掲示などを通して子どもたちの活動の様子を保護者に伝えるようにしています。 
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3．工夫・改善が望まれる点 

〇園目標に沿った具体的な中長期計画の策定、及び単年度計画の策定が望まれます。 

中長期計画は、初年度、3 年後、5 年後、10 年後で立てられ、保育玩具の整備や保育・室内備品の整備な

ど目標達成項目を明確にし、具体的な予算も添えて作成されています。しかし、園の保育目標である「相手

を思いやる心を養う」「友達との関わり合いを喜べる気持ちを育む」などに対しての具体的な計画の策定まで

には至っていません。また、中長期計画を踏まえた単年度計画については、「職員組織の認識、役割の徹底」

「プチ・ナーサリー弘明寺ならではの保護者サポートの実行」など具体的な重点目標は掲げられております

が、数値目標や具体的な成果等の設定や、実施状況の評価を行える内容までには至っていません。今後は、

園目標に沿った具体的な中長期計画の策定、及び単年度計画の策定をし、さらなる目標に沿った取り組みが

期待されます。 
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❍利用者本人調査                           

【実施概要】 

【実施日：2020 年 9 月 25 日、9 月 28 日】 

・全日、各クラスの保育観察を中心に、遊び、食事、排泄、午睡などを観察。 

・乳児については主に観察調査、幼児については観察と遊びの時間などに適宜聞き取り調査を実施。 

 

□0 歳児クラス 

保育室は掃き出し窓が二か所、壁には、はめ込み式の窓がひとつあり、太陽の光がたっぷりと入る造

りになっています。掃き出し窓の外にある広いウッドデッキが窓越しに見えるためか、部屋の中にいて

も開放感を感じます。保育室の半分くらいのスペースは、畳敷きで小上がりの造りになっています。歩

きはじめた子どもでも、登れるくらい緩やかなスロープで上がっていくことが出来ます。 

朝のおやつの時間です。椅子に座った子どもたちのテーブルに、おやつの小魚と牛乳が並べられます。

子どもたちは手でつかみながら自分の口に運んだり、コップを器用に持って牛乳を美味しそうに飲んで

います。口の周りに真っ白く付いた牛乳を保育者が口拭きタオルを使って綺麗にふき取っている間、子

どもたちは安心して身を任せています。 

食べ終わった子どもたちは保育者から手渡された小さな絵本を、思い思いにめくっていきます。途中

で、絵本が気に入らなかったようで泣き出しそうな姿が見られる場面がありました。その際に、隣りに

座っていた子どもがその様子に気づき、読んでいた絵本を渡してあげていました。保育者はその様子を

そっと優しく見守り、譲った子どもには「よくゆずってあげたね」と褒め、譲ってもらった子どもには

「貸してくれてありがとう」と言おうねと、保育者が小さくお辞儀する姿を見せていました。 

散歩の時間です。子どもたちは保育者に帽子をかぶらせてもらい散歩に行く準備をします。自分で靴

下を持って来る子どももいます。4 人乗りのバギーに 3 人乗っての散歩です。散歩の途中で子どもた

ちは川の流れやバギーの横をかすめる草花、道行く人々を興味深く見ては手を上げたり背を伸ばしたり

元気に動く姿が見られました。保育者はバギーを押しながら「とんぼがいるね」などと、子どもたちが

見つけやすいように声かけをする姿も見られました。散歩の途中、橋の上で一休みです。保育者は指を

さして、川にいる生き物を伝えたり、保育者の手遊びに合わせて子ども達も 4 人乗りのバギーの中で体

を楽しそうに動かす姿も見られました。 

 

 

□1 歳児クラス 

長方形の保育室は、真ん中辺りを子どもでも覗ける高さの整理棚で仕切り、スペースをふたつに区切

っています。区切った奥のスペースには掃き出し窓があり、ベランダのウッドデッキに繋がっています。

またそのスペースの壁には全て窓があり明るさが充分確保出来ています。 
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朝のおやつを食べ終えた子どもたちは、奥のスペースで遊びます。保育室はフローリングですが、子

どもたちが遊ぶスペースにはマットが敷かれていて、子どもたちはそのマットの上に座り、色とりどり

の輪っかの玩具などで遊んでいます。また、音楽に合わせて保育者と子どもたちが一緒に歌って踊りま

す。 

ちょうど踊り終えた後に、上のクラスのお兄さんお姉さんが運動会で演舞するソーラン節の曲がかか

りました。すると子どもたちは、大喜びして音楽に合わせてぐるぐる回ったり、飛んだり、小さい手を

上げたり下げたりと体中で表現して踊りだします。いつも練習風景を見て憧れているためか、全身で嬉

しさを表現する姿が見られました。その後、子どもたちは保育者に声をかけられお茶を飲み、絵本を見

ました。保育者が、だるまが描かれた絵本をリズムよく、声のトーンなども変えながら読むと、子ども

たちは、次はだるまさんがどうなっているんだろうと本に夢中です。めくったページに現れただるまさ

んの真似をして、子どもたちも同じように転んだり、目をつぶったりして大はしゃぎでした。 

給食の時間です。子どもたちは、隣の子どもと接触しないように十分に間隔を取ったテーブルで食べ

ます。いただきますの挨拶の後、食べだした子どもが口々に「美味しいー」「美味しいー」と言うので、

その都度保育者が「よかったね～」「美味しいね～」と返します。「美味しい」と言って保育者を見つめ

る子どもがいれば、保育者も見つめ返しながら何度も「よかったねー」と最初と同じトーンでゆっくり

穏やかな表情と声で繰り返し、子どもの気持ちに共感し、ゆったりと食事の時間が流れていました。 

 

□2 歳児クラス 

室内の壁に背中を付けて保育者の話を聞き、朝の会が始まりました。「おはようございます」と挨拶

をし、お辞儀の際は「１，２，３」と数え、しっかりとお辞儀をしていました。保育者が名前を呼ぶと

子どもたちは元気に返事をしていました。その後、今日の日付とお天気の確認もしました。 

室内は、玩具棚で大きく 2 つのスペースに分かれていました。玩具棚には木製パズルや、ままごと用

のおもちゃがありました。室内の隅に子どもたちが「秘密基地」と呼ぶ、木をモチーフにした隠れ家が

あります。そこには絵本が置いてあり、敷いてあるじゅうたんの上でゆったりと絵本を読むことも可能

です。 

朝の会の後、朝おやつを食べ、トイレを済ませ、少しブロック遊びをしました。子どもたちはブロッ

クで箱を作ったり、貸し借りのやり取りなどもしていました。その後、ブロックを片付け、散歩の準備

です。保育者が「手を離さないこと」「先生より前には行かないこと」など散歩のお約束を子どもたち

と確認し出発です。お散歩は近隣の川沿いをゆったりと歩きました。保育者と子どもたちは、すれ違う

地域の人と挨拶を交わしながらゆったりと散歩を楽しみます。「トンボがいた」「ヒコーキの音がした」

など保育者との会話も楽しみます。散歩コースの半分の地点に来たところで、休憩です。橋の上で子ど

もたちは持参した水筒からお茶を飲みます。橋の上では、「カメがいるね」「アヒルさん」など川にいる

生き物を指さしては、保育者に伝える様子が見られました。帰りは、建築中の家で働いている人を見つ

け、「かっこいいね」などの会話をしたり、「かき氷食べたんだ」「何の味を食べたの？」など保育者と

のやり取りを楽しみながら、少し近隣の商店街を通り園に向かいました。保育者は道中で、自転車やバ

イク、自動車に十分気を付けながら散歩する姿が見られました。 

園に着くと、部屋で順番に手を洗いました。その後、1 名の保育者が食事の準備をし、もう 1 名の保
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育者が子どもたちと一緒に手遊びや、絵本の読み聞かせをしました。配膳が整い、保育者が「自分の席

に座ってね」と伝えると、子どもたちは自分の席に座り、まずはお茶を飲みました。その後、保育者が

「お肉切る人？」「量を減らす人？」など個々に応じた配慮をし、いただきますの挨拶をして食べ始め

ました。保育者も一緒に子どもたちと同じ給食を食べ、時折皿の中に残っているおかずを集めて、食べ

やすくしたり、「いっぱい食べてすごいね」などの声掛けをしながら食事をしていました。 

 

 

□3 歳児クラス 

今日の主活動は、紙いっぱいに波型の横線を書く活動です。子どもたちはそれぞれ自分の席に座り保

育者から紙を受けとります。次に、鉛筆を配る前に保育者から約束事が伝えられました。鉛筆を配られ

ている間は手を膝の上に置いて決して先端をお友だちに向けないことなどを伝えると、子どもたちは約

束を意識して落ち着いて待っています。 

始めに、保育者がどのように線を書くのかを説明します。線の書き方が分からない子どもや鉛筆の持

ち方が分からない子どもには、保育者が順番に子どもの傍に行き、しゃがんで手を取りながら教えてい

きます。 

活動が終わり、保育者が鉛筆を片付けることを子どもたちに伝えます。何人かの子どもたちは、友だ

ち同士の話に夢中で鉛筆を片付けることをしませんでした。すると保育者は離れた位置から「先生はど

こにいますか?」と呼びかけます。するとそれまで話に夢中だった子どもたちが保育者の方へ目を向け

「そこにいる！！」と注目しました。保育者を探すというゲーム感覚で子どもの心を捉え、保育者の話

に注目できるようにするという工夫もしていました。 

線を書く活動の後は、保育者による絵本の読み聞かせの時間です。保育者は子どもたちの前に立って、

絵本に注目したのを確認してから、絵本を読み始めます。椅子に座りながらみんな保育者の方を向いて

います。途中で絵本への興味が薄れてしまい落ち着かない様子が見られる子どももいましたが、保育者

は絵本を読み終えた後、じゃんけんのグー、チョキ、パーを使った手遊びを取り入れることで子どもた

ち一人ひとりが楽しい時間になるよう配慮していました。 

その後、運動会の遊戯の練習をしました。遊戯の音楽がかかり、保育者の笛の音に合わせ、子どもた

ちは旗を揚げます。子どもたちが前後 2 列になって保育者の笛の音で旗を上げたり下げたり回したりし

ます。保育者も笛を吹きながら子どもたちと一緒に手を振り広げ踊っています。中には旗を上げ忘れて

しまう子もいましたが、子どもの名前を呼びながら、気づけるような声かけをしていました。また、参

加することにためらっていた子どもに対しては、別の職員がその気持ちに寄り添い、一緒に活動の様子

を見ながら、徐々に参加していく姿も見られました。遊戯の練習中、保育者は子どもたちを元気づけた

り、褒めたりしながら進めていました。子どもたちは練習の回を重ねるごとに上手になっていきました。 
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□4 歳児クラス □5 歳児クラス 

観察日当日は、4，5 歳児クラスで運動会に向けて「ソーラン節」や「組体操」の活動に取り組んでい

ました。それぞれの担任が子どもたちの前に立ち、時折動作で手本を見せたり、個々に応じた声かけを

する中で進められていました。ソーラン節では、子どもたちが曲に合わせてメリハリがある動きの中で、

生き生きと踊っているのが印象的でした。動作のタイミングに合わせて「はっ！！」という掛け声を出

し、緊張感の中でも子どもたちのやる気が伝わってくる雰囲気でした。 

ソーラン節が終わると、保育者の声掛けで、子どもたちは持参している水筒で水分補給をしました。 

その後、組体操の練習になりました。保育者が「組体操の順番に並んでください」と伝えると、子ども

たち同士で声をかけ合いながら、並ぶ場所を確認し並んでいました。 

保育者がたいこを叩き、組体操の練習が始まりました。一人技では、V 字バランス、ブリッジなどに

取り組み、必要に応じて保育者が子どもたちに間隔を取るように声掛けをしたりしていました。子ども

たちは、ポーズが決まるごとに「ヤーッ！！」と掛け声を出していました。その後、二人組になり、足

を合わせ、手押し車などに取り組みました。保育者は必要に応じて「手を伸ばす」ことや「しっかりと

足を押さえる」ことなどを個々に伝えていました。さらに、3 人組、5 人組と技は進みました。最後の 5

人組では、4 歳児と 5 歳児で別の技に取り組みました。最後は「ありがとうございました」と大きな声

で挨拶をしていました。 

その後、3 歳児クラスの子どもも参加し、合同で運動会の練習をしました。4 歳児クラスはスズラン

テープで作ったポンポンをもって、ダンスを踊りました。軽快なテンポの曲に合わせて楽しそうに踊る

姿が印象的でした。保育者は子どもたちの前に立ち、動作で手本を見せながら、時折手を伸ばすことを

伝えたりしていました。3 歳児、5 歳児は静かに 4 歳児のダンスを見ていました。ダンスを終えると、

保育者が観客になっていた 3 歳児や 5 歳児に感想を聞くと、子どもたちからは「かっこいい」などの感

想が聞かれました。その後、水分補給をしました。持参した水筒の中身が空になると、園長先生に伝え

てお茶を入れてもらいました。 

最後に 5歳児がフラフープを使った演技を行いました。子どもたちはフラフープを左右に動かしたり、

回してみたり、転がしてみたりと、多様な動きを披露しました。保育者の笛の合図で子どもたちが円に

なり、互いのフラフープを持ち、全員でつながるような場面も見られました。観客の 4 歳児からは「が

んばって」という声が聞かれたり、ポーズが決まると拍手をする子どもの姿も見られました。 
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共通評価基準（45 項目）Ⅰ 福祉サービスの基本方針と組織 

1 理念・基本方針 

評価分類・評価項目 
自己 

評価 

評価 

結果 
評価の理由（コメント）・評価根拠 

（１） 理念、基本方針が確立・周知

されている 

1 理念、基本方針が明文化され周知

が図られている。 

□理念、基本方針が法人、保育所内の文書や広

報媒体（パンフレット、ホームページ等）に記

載されている。 

□理念は、法人、保育所が実施する保育の内容

や特性を踏まえた法人、保育所の使命や目指す

方向、考え方を読み取ることができる。 

□基本方針は、法人の理念との整合性が確保さ

れているとともに、職員の行動規範となるよう

具体的な内容となっている。 

□理念や基本方針は、会議や研修会での説明、

会議での協議等をもって、職員への周知が図ら

れている。 

□理念や基本方針は、わかりやすく説明した資

料を作成するなどの工夫がなされ、保護者等へ

の周知が図られている。 

□理念や基本方針の周知状況を確認し、継続的

な取組を行っている。 

□理念や基本方針を保護者会等で資料をもと

に説明している。（保育所） 

 

 

 

 

 

A 

 

 

 

 

 

B 

・保育理念や基本方針はホームページに示されている

とともに、保育目標は入園のしおりや全体的な計画に

示されています。 

・保育目標は、「相手を思いやる心を養う」「友達との

関わり合いを喜べる気持ちを育む」「基本的な生活習

慣を身につけ、挨拶をきちんと行えるようになる」「家

庭的な雰囲気の中、何でも自分でやってみようとする

意欲を持たせる」で、法人の理念との整合性が確保さ

れているとともに、職員の行動規範となるよう具体的

な内容となっています。 

・職員への周知については、毎月全職員が参加して実

施される園全体会議にて確認するとともに、各クラ

ス、毎月１回実施するクラス会議にて、具体的な保育

内容と照らし合わせながら確認しています。 

・保護者等への周知については、入園前面談で入園の

しおりを通して伝えるとともに、保護者懇談会やクラ

ス懇談会などの機会を通して、子どもたちの様子など

も踏まえ伝えています。今後は、玄関に理念の掲示を

するなど、さらなる周知への取り組みを予定していま

す。 

 

 

 

2 経営状況の把握 

評価分類・評価項目 
自己 

評価 

評価 

結果 
評価の理由（コメント）・評価根拠 

（１） 経営環境の変化等に適切に対

応している 

2 事業経営をとりまく環境と経営状

  
・社会福祉事業全体の動向等については、法人内で園

長会及び報告会が毎月１回行われており、法人会長か

ら保育業界の情勢などが直接伝えられるとともに、各



11 

 

況が的確に把握・分析されている。 

□社会福祉事業全体の動向について、具体的に

把握し分析している。 

□地域の各種福祉計画の策定動向と内容を把

握し分析している。 

□子どもの数・利用者（子ども・保護者）像等、

保育のニーズ、潜在的利用者に関するデータを

収集するなど、法人（保育所）が位置する地域

での特徴・変化等の経営環境や課題を把握し分

析している。 

□定期的に保育のコスト分析や保育所利用者

の推移、利用率等の分析を行っている。 

 

 

A 

 

 

 

B 

 

園長同士で地域の情報共有などを通して把握してい

ます。また、社内報においても事業全体の動向につい

て把握しています。今後は、社会福祉事業全体の動向

や地域の各種福祉計画について、より当園に即した情

報の把握と分析が期待されます。 

・報告会では、各園から毎月本部に提出する「月間報

告書」をプロジェクターで映し、地域の新設園や待機

児童の様子などを把握しています。 

・区の施設長会議が年に４回行われており、区が主催

する交流会や清掃活動、また非常災害時（風水害）に

おける保育所等の対応についてなどを計画していま

す。 

・保育のコスト分析については、各月の予算に合わせ

て必要度を分析して購入します。収支に関しては毎月

本部に報告し、本部の担当部門によるチェック機能が

あります。 

3 経営課題を明確にし、具体的な取

り組みを進めている。 

□経営環境や保育の内容、組織体制や設備の整

備、職員体制、人材育成、財務状況等の現状分

析にもとづき、具体的な課題や問題点を明らか

にしている。 

□経営状況や改善すべき課題について、役員

（理事・監事等）間での共有がなされている。 

□経営状況や改善すべき課題について、職員に

周知している。 

□経営課題の解決・改善に向けて具体的な取組

が進められている。 

 

 

 

A 

 

 

 

 

 

B 

 

 

 

・経営課題の一つとして、職員体制、人材育成につい

て分析し具体的な課題や問題点を明らかにしていま

す。課題については本部職員と共有するとともに職員

に周知しています。 

・課題への具体的な取り組みとして、職員体制やクラ

ス配置などについては、園長、副主任が話し合い、園

全体会議で職員に周知しています。人材育成について

は、日頃から経験年数の長い職員が経験年数の短い職

員に保育内容などについて伝えるとともに、園内研修

を通して育成に努めています。また、経験年数に応じ

た職員育成計画を示し、具体的な職員像や目標を定

め、取組が進められています。今後は、保育の内容、

組織体制や設備の整備などの現状分析にもとづき、よ

り具体的な課題を明らかにし、取り組まれることが期

待されます。 
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3 事業計画の策定 

評価分類・評価項目 
自己 

評価 

評価 

結果 
評価の理由（コメント）・評価根拠 

（１） 中・長期的なビジョンと計画

が明確にされている 

4 中・長期的なビジョンを明確にし

た計画が策定されている。 

□中・長期計画において、理念や基本方針の実

現に向けた目標（ビジョン）を明確にしている。 

□中・長期計画は、経営課題や問題点の解決・

改善に向けた具体的な内容になっている。 

□中・長期計画は、数値目標や具体的な成果等

を設定することなどにより、実施状況の評価を

行える内容となっている。 

□中・長期計画は必要に応じて見直しを行って

いる。 

 

 

A 

 

 

 

B 

 

 

 

・中長期計画は、園長が作成しています。数値目標に

ついては、玩具の購入額などが記載されていますが、

中長期的なビジョンを明確化するための、具体的な内

容には至っていません。今後、理念や基本方針の実現

に向けた目標を明確にし、具体的な内容となるよう見

直しを行う予定です。 

5 中・長期計画を踏まえた単年度の

計画が策定されている。 

□単年度の計画には、中・長期計画の内容を反

映した単年度における事業内容が具体的に示

されている。 

□単年度の事業計画は、実行可能な具体的な内

容となっている。 

□単年度の事業計画は、単なる「行事計画」に

なっていない。 

□単年度の事業計画は、数値目標や具体的な成

果等を設定することなどにより、実施状況の評

価を行える内容となっている。 

 

 

A 

 

 

 

B 

 

・単年度の計画は、職員と話し合いを行い作成し、目

標とする項目を挙げていますが、中長期計画の内容と

のつながりを示したり、達成度を把握するための具体

的な事業計画については書かれていません。 

・今後は計画の実施状況の評価も行えるよう、単年度

の事業計画を作成するとともに、数値目標や具体的な

成果等を設定することが望まれます。 

（２） 事業計画が適切に策定されて

いる 

6 事業計画の策定と実施状況の把握

や評価・見直しが組織的に行われ、職

員が理解している。 

□事業計画が、職員等の参画や意見の集約・反

映のもとで策定されている。 

□計画期間中において、事業計画の実施状況

が、あらかじめ定められた時期、手順にもとづ

 

 

 

A 

 

 

 

B 

・事業計画は主として園長が全体会議や職員面談、保

護者アンケートなどを参考に作成しています。職員研

修計画、消防計画、年間行事計画などに関しては、職

員も策定に関わっています。 

・事業計画は、２月に全体会議で振り返りを行い、次

年度の計画策定に生かしています。策定された事業計

画は 4 月の全体会議にて職員に周知し、事務室に保管

しておくことでいつでも確認できるようになってい

ます。 
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いて把握されている。 

□事業計画が、あらかじめ定められた時期、手

順にもとづいて評価されている。 

□評価の結果にもとづいて事業計画の見直し

を行っている。 

□事業計画が、職員の周知（会議や研修会にお

ける説明等が）されており、理解を促すための

取組を行っている。 

・事業計画書には、評価・見直しが行いやすいように

具体的な成果を振り返る指標や数値目標を取り入れ

るなどし、経営課題の解決・改善に向けて組織として

取組むことが期待されます。 

 

 

7 事業計画は、保護者等に周知され、

理解を促している。 

□事業計画の主な内容が、保護者等に周知（配

布、掲示、説明等）されている。 

□事業計画の主な内容を保護者会等で説明し

ている。 

□事業計画の主な内容を分かりやすく説明し

た資料を作成するなどの方法によって、保護者

等がより理解しやすいような工夫を行ってい

る。 

□事業計画については、保護者等の参加を促す

観点から周知、説明の工夫を行っている。 

 

 

A 

 

 

 

B 

 

・事業計画自体は、保護者には周知されていませんが、

重要事項説明書、園だよりなどによって、主な内容が

周知されています。また、職員が受けてきた研修など

が、園だよりなどを通じて知らされることにより、部

分的に事業計画の内容が伝えられています。今後は、

運営委員会などを通して、さらなる周知に取り組むこ

とが計画されています。 

・事業計画に書かれている内容は、部分的に個人面談

等でも伝えられています。また、行事予定などは、園

だよりなどを通じて伝えられています。 

・市のホームページ内における子育て支援についての

情報の掲示や園のホームページへの行事予定の掲示

なども行っています。 
 

 

 

4 福祉サービスの質の向上への組織的・計画的な取組 

評価分類・評価項目 
自己 

評価 

評価 

結果 
評価の理由（コメント）・評価根拠 

（１） 質の向上に向けた取組が組織

的・計画的に行われている 

8 保育の質の向上に向けた取組が組

織的に行われ、機能している。 

□組織的に PDCA サイクルにもとづく保育の

質の向上に関する取組を実施している。 

□保育の内容について組織的に（C：Check）

を行う体制が整備されている。 

□定められた評価基準にもとづいて、年に 1 回

以上自己評価を行うとともに、第三者評価等を

定期的に受審している。 

 

 

 

A 

 

 

 

A 

 

・日頃から保育の質の向上に関する取り組みとして、

指導計画に沿った実行、評価、見直しを行っています。

行事などでは、担当者がイベント計画書を作成し、計

画書をもとに園全体会議で各部門の担当職員を決め

てカレンダーに沿って進行しています。その後、各担

当者をはじめ園全体会議においても振り返りをして

います。 

・季節（雨期、夏、秋など）に応じた保育活動の内容

をクラスで計画し、園長が確認をしています。また、

実施後に振り返りを行い、次の計画に生かしていま

す。活動内容については、スケッチブックや玄関掲示
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□評価結果を分析・検討する場が、組織として

位置づけられ実行されている。 
 

などを通して子どもたちの様子を保護者に伝えるよ

うにしています。 

・職員は日頃からこどもの森のおやくそくの中の「NG

用語集」を自身の保育の振り返りのために活用してい

ます。 

9 評価結果にもとづき保育所として

取組むべき課題を明確にし、計画的な

改善策を実施している。 

□評価結果を分析した結果やそれにもとづく

課題が文書化されている。 

□職員間で課題の共有化が図られている。 

□評価結果から明確になった課題について、職

員の参画のもとで改善策や改善計画を策定す

る仕組みがある。 

□評価結果にもとづく改善の取組を計画的に

行っている。 

□改善策や改善の実施状況の評価を実施する

とともに、必要に応じて改善計画の見直しを行

っている。 

 

 

 

A 

 

 

 

A 

・職員は年に２回、スタッフシートを使用して自己評

価、園長面談を行っています。面談では、それぞれの

目標や課題、成果などを確認し記録しています。 

・自己評価や保護者アンケートの結果をもとに、園の

自己評価をしています。園全体会議で話し合いをも

ち、情報や課題の共有を行い、改善策や改善計画を策

定しています。保護者アンケートから「日々の保育の

様子やプログラムを伝える」ことが課題として挙げら

れ、各クラスの目標、取組、結果を園だよりやスケッ

チブックで報告する仕組みを作りました。また、「合

同保育時の職員の保護者対応」について改善の取組を

行ったことがあります。 

・自己評価の結果は、保護者にも掲示で知らせていま

す。 

・改善の取組などは、日々の保育の中で確認したり、

検討したりしながら、情報の共有をはかっています。 

 

 

Ⅱ 組織の運営管理 

１ 管理者の責任とリーダーシップ 

評価分類・評価項目 
自己 

評価 

評価 

結果 
評価の理由（コメント）・評価根拠 

（１） 管理者の責任が明確にされて

いる 

10 施設長は、自らの役割と責任を

職員に対して表明し理解を図ってい

る。 

□施設長は、自らの保育所の経営・管理に関す

る方針と取組を明確にしている。 

□施設長は、自らの役割と責任について、保育

所内の広報誌等に掲載し表明している。 

 

 

 

A 

 

 

 

A 

・「職員職務分担表」にて、園長の役割を明記してお

り、４月の園全体会議において職員へ伝達、また事務

所内に掲示もしています。 

・日頃より、職員に対して園長への情報の集約を呼び

かけています。保護者には園だよりなどを通して、保

育の中で大切にしていることや、しつけについて（挨

拶、靴を揃える、自分の荷物は自分で用意して自分で

持つ）など、園の方針を伝えています。 

・有事における、園長の役割と責任や、園長不在時に
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□施設長は、自らの役割と責任を含む職務分掌

等について、文書化するとともに、会議や研修

において表明し周知が図られている。 

□平常時のみならず、有事（災害、事故等）に

おける施設長の役割と責任について、不在時の

権限委任等を含め明確化されている。 

 

 

は、副主任に権限委任されるよう伝え、職員に周知が

図られています。 

11 遵守すべき法令等を正しく理解

するための取組を行っている。 

□施設長は、遵守すべき法令等を十分に理解し

ており、利害関係者（取引事業者、行政関係者

等）との適正な関係を保持している。 

□施設長は、法令遵守の観点での経営に関する

研修や勉強会に参加している。 

□施設長は、環境への配慮等も含む幅広い分野

について遵守すべき法令等を把握し、取組を行

っている。 

□施設長は、職員に対して遵守すべき法令等を

周知し、また遵守するための具体的な取組を行

っている。 

 

 

A 

 

 

A 

・園長は、本部での園長会、研修などに参加し個人情

報保護法、人権、厚生労働省から出されているハラス

メントなど遵守すべき法令や労務などについて、知識

を深め理解に努めています。内容については園長から

園全体会議で職員へも周知しています。 

・環境への配慮等も含む幅広い分野について遵守すべ

き法令等には、本部規定の取り組みがあります。経営

教育計画書やマナーブックの読み合わせを園全体会

議時に行うなど、職員とともに共有しながら、取り組

みを行っています。 

 

（２） 管理者のリーダーシップが発

揮されている 

12 保育の質の向上に意欲をもち、

その取組に指導力を発揮している。 

□施設長は、保育の質の現状について定期的、

継続的に評価・分析を行っている。 

□施設長は、保育の質に関する課題を把握し、

改善のための具体的な取組を明示して指導力

を発揮している。 

□施設長は、保育の質の向上について組織内に

具体的な体制を構築し、自らもその活動に積極

的に参画している。 

□施設長は、保育の質の向上について、職員の

意見を反映するための具体的な取組を行って

いる。 

□施設長は、保育の質の向上について、職員の

教育・研修の充実を図っている。 

 

 

 

A 

 

 

 

 

 

A 

 

 

・園長は、年、月、週の指導計画を確認し、保育の内

容や具体的なアプローチ方法、声かけなどについて個

別に伝え、保育の質の向上につなげています。またク

ラス会議や昼ミーティングに参加し、評価・分析を行

い指導にあたっています。 

・職員との面談やスタッフシートなどから保育の質に

関する課題を把握し、自らも現場の保育に入って助言

を行うなど、積極的に参画しながら、保育の質の向上

に向けて指導力を発揮しています。 

・園長が企画する園内研修には、常勤、非常勤の職員

全員が参加し、本部主催の研修と合わせ、報告書を利

用して情報の共有化をはかっています。また、各クラ

スの様子やエピソードなどを記述し、書面にしてまと

めた資料を全職員で共有しています。 

 

13 経営の改善や業務の実効性を高

める取組に指導力を発揮している。 
  

・園長は、月に一度報告書を本部に提出し、経営の改

善や業務の実効性の向上に向けて、人事、労務、財務
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□施設長は、経営の改善や業務の実効性の向上

に向けて、人事、労務、財務等を踏まえ分析を

行っている。 

□施設長は、組織の理念や基本方針の実現に向

けて、人員配置、職員の働きやすい環境整備等、

具体的に取り組んでいる。 

□施設長は、経営の改善や業務の実効性の向上

に向けて、組織内に同様の意識を形成するため

の取組を行っている。 

□施設長は、経営の改善や業務の実効性を高め

るために組織内に具体的な体制を構築し、自ら

もその活動に積極的に参画している。 

 

A 

 

 

A 

 

等を踏まえ分析し、改善について話し合いをしていま

す。 

・組織の理念や基本方針の実現に向けて、本部と相談

をしながら園児数、職員数などを整え、人員配置、職

員の働きやすい環境整備等に具体的に取り組んでい

ます。また、園長会の内容を昼ミーティングや園全体

会議にて周知し、職員との共有を図っています。組織

内に同様の意識を形成するための取り組みとして、季

節（雨期、夏、秋など）に応じた保育活動の内容をク

ラスで計画し、園長が確認し実践しています。実践し

た内容は、実施後に振り返りを行い、次の計画に活か

しています。 

 

２ 福祉人材の確保・育成 

評価分類・評価項目 
自己 

評価 

評価 

結果 
評価の理由（コメント）・評価根拠 

（１） 福祉人材の確保・育成計画、

人事管理の体制が整備されている 

14 必要な福祉人材の確保・定着等

に関する具体的な計画が確立し、取組

が実施されている。 

□必要な福祉人材や人員体制に関する基本的

な考え方や、福祉人材の確保と育成に関する方

針が確立している。 

□保育の提供に関わる専門職の配置、活用等、

必要な福祉人材や人員体制について具体的な

計画がある。 

□計画にもとづいた人材の確保や育成が実施

されている。 

□法人（保育所）として、効果的な福祉人材確

保（採用活動等）を実施している。 

 

 

 

A 

 

 

 

 

 

 

A 

 

 

 

・必要な福祉人材や人員体制に関する基本的な考え方

は、教育経営計画書に示されています。 

・法人内では、経験年数に合わせて、年間で計画され

ている本部の研修に順次参加し、それぞれの課題を理

解して改善しています。また、本部で年２回行われる

歳児別研修では系列園の保育者同士が日頃の保育に

ついて情報交換や共有などを行っています。 

・保育の提供に関わる専門職の配置、活用等、必要な

福祉人材や人員体制については、本部と相談し、具体

的な計画をもって取り組んでいます。 

・効果的な福祉人材確保については、採用担当者とと

もに本部と協力し、養成校へのアプローチをするな

ど、法人全体で取り組んでいます。また、園では「友

達作戦報告」と題して、職員の友だちに近況を尋ねる

などの取り組みから採用につなげるというアプロー

チも取られています。 

15 総合的な人事管理が行われてい

る。 

□法人（保育所）の理念・基本方針にもとづき

「期待する職員像等」を明確にしている。 

 

 

 

 

・法人の理念・基本の方針にもとづき「期待する職員

像等」を経営教育計画書に明確にしています。また就

業規則内には、人事基準が明確に定められており、入

社後には読み合わせを行っていて園内でも自由に閲
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□人事基準（採用、配置、異動、昇進・昇格等

に関する基準）が明確に定められ、職員等に周

知されている。 

□一定の人事基準にもとづき、職員の専門性や

職務遂行能力、職務に関する成果や貢献度等を

評価している。 

□職員処遇の水準について、処遇改善の必要性

等を評価・分析するための取組を行っている。 

□把握した職員の意向・意見や評価・分析等に

もとづき、改善策を検討・実施している。 

□職員が、自ら将来の姿を描くことができるよ

うな総合的な仕組みづくりができている。 

A 

 

B 

 

覧できる状況にあります。 

・職員処遇の水準については、園長が各職員の評価や

取り組み姿勢などを記載する評価シートを通して本

部との情報共有を行ったり、年２回の職員面談の結果

などから評価・分析を行い、検討をしています。 

・職員が自ら将来の姿を描くことができるような総合

的な仕組みづくりとして、階層別研修があります。そ

の研修では将来像についての話があるとともに、教育

経営計画書には、職員の未来像として、アドミニスト

レーションコース、マネジメントコース、スペシャリ

ストコースが示されています。今後は、「期待する職

員像等」に対応した、具体的な課題等も示した総合的

な仕組みづくりが期待されます。 

（２） 職員の就業状況に配慮がなさ

れている 

16  職員の就業状況や意向を把握

し、働きやすい職場づくりに取組んで

いる。 

□職員の就業状況や意向の把握等にもとづく

労務管理に関する責任体制を明確にしている。 

□職員の有給休暇の取得状況や時間外労働の

データを定期的に確認するなど、職員の就業状

況を把握している。 

□職員の心身の健康と安全の確保に努め、その

内容を職員に周知している。 

□定期的に職員との個別面談の機会を設ける、

職員の悩み相談窓口を組織内に設置するなど、

職員が相談しやすいような組織内の工夫をし

ている。 

□職員の希望の聴取等をもとに、総合的な福利

厚生を実施している。 

□ワーク・ライフ・バランスに配慮した取組を

行っている。 

□改善策については、福祉人材や人員体制に関

する具体的な計画に反映し実行している。 

□福祉人材の確保、定着の観点から、組織の魅

力を高める取組や働きやすい職場づくりに関

する取組を行っている。 

 

 

 

 

 

A 

 

 

 

 

 

A 

・職員の労務管理については、主として本部が行って

います。また、有給休暇の取得、時間外労働など、勤

怠管理システムを使用して、職員の就業状況を管理し

ています。シフトの作成にあたっては、職員から希望

表を提出してもらい、全体的なバランス（土曜日出勤

や早番、遅番など）を考慮して園長が作成しています。 

・定期的に年に２回の個別面談を実施しており、それ

以外にも系列園の園長との面談が行える環境があり

ます。また、満足度調査を行い、職員の希望の聴取や

総合的な福利厚生の実施に努めています。また福利厚

生の充実をはかり、オリエンタルランドの優待券の配

布も行っています。 

・有給休暇取得の促進、短時間労働の導入、早番の免

除など、ワーク・ライフ・バランスに配慮した取り組

みを進めています。 

・働きやすい職場づくりを目指し、園長はこまめに職

員への声かけをしたり、実際に保育に入って様子を把

握したりするなど取り組みをしています。 
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（３） 職員の質の向上に向けた体制

が確立されている 

17 職員一人ひとりの育成に向けた

取組を行っている。 

□組織として「期待する職員像」を明確にし、

職員一人ひとりの目標管理のための仕組みが

構築されている。 

□個別面接を行う等保育所の目標や方針を徹

底し、コミュニケーションのもとで職員一人ひ

とりの目標が設定されている。 

□職員一人ひとりの目標の設定は、目標項目、

目標水準、目標期限が明確にされた適切なもの

となっている。 

□職員一人ひとりが設定した目標について、中

間面接を行うなど、適切に進捗状況の確認が行

われている。 

□職員一人ひとりが設定した目標について、年

度当初・年度末（期末）面接を行うなど、目標

達成度の確認を行っている。 

 

 

 

A 

 

 

 

 

B 

 

・就業規則、事業計画、保育業務マニュアルなどによ

り、組織として「期待する職員像」を明確にしたうえ

で、評価シート、スタッフシートを活用して職員一人

ひとりの目標管理をしています。 

・年２回の園長との面談のほか、日々の保育の中での

コミュニケーションや、職員が参加する研修に園長も

同席することなどを通しながら、職員の質の向上に向

けた体制を整えています。また、目標達成のための研

修参加なども検討しながら、職員の育成に向けた取り

組みを行っています。 

・職員一人ひとりが設定した目標については、面談の

中で把握されますが、明記までには至っていません。

今後は職員一人ひとりの目標設定を明記することで、

目標達成度の明確さにつなげていくことが期待され

ます。 

18 職員の教育・研修に関する基本

方針や計画が策定され、教育・研修が

実施されている。 

□保育所が目指す保育を実施するために、基本

方針や計画の中に、「期待する職員像」を明示

している。 

□現在実施している保育の内容や目標を踏ま

えて、基本方針や計画の中に、保育所が職員に

必要とされる専門技術や専門資格を明示して

いる。 

□策定された教育・研修計画にもとづき、教

育・研修が実施されている。 

□定期的に計画の評価と見直しを行っている。 

□定期的に研修内容やカリキュラムの評価と

見直しを行っている。 

 

 

 

A 

 

 

 

A 

・年度ごとの事業計画の中で、職員研修計画が策定さ

れています。毎月、内部研修（本部）と園内研修が計

画されており、内部研修については①階層別研修、②

行事や衛生について、保育知識・技術内容等、スキル

アップ研修、③系列グループ、他園、あるいは地方や

海外の視察研修、④保育指針勉強会、と充実した研修

体制を整えています。また、職員の希望も取り入れな

がら、自治体、関係業界団体等開催の外部研修にも参

加できる体制です。 

・研修後は、報告書を作成し園内の保育士１名に報告

して感想をもらい、その上で園長が確認をしていま

す。その後には、園全体会議において、研修報告を行

い情報等を共有しています。 

・研修計画は、年度末に見直しを行い、次年度の計画

に生かしていきます。 

19 職員一人ひとりの教育・研修の

機会が確保されている。 

□個別の職員の知識、技術水準、専門資格の取

得状況等を把握している。 

 

 

 

 

・個別の職員の知識、技術水準などは履歴書や評価シ

ートにおける得意分野などを通じて確認しています。

「職員育成計画」を策定しており、経験年数を目安に

期待する職員像が掲げられ、個別の OJT に対応して
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□新任職員をはじめ職員の経験や習熟度に配

慮した個別的な OJT が適切に行われている。 

□階層別研修、職種別研修、テーマ別研修等の

機会を確保し、職員の職務や必要とする知識・

技術水準に応じた教育・研修を実施している。 

□外部研修に関する情報提供を適切に行うと

ともに、参加を勧奨している。 

□職員一人ひとりが、教育・研修の場に参加で

きるよう配慮している。 

A 

 

A 

 

います。１年目には救命救急研修を受講、新卒では毎

月園長研修があるなど、年間を通して細やかな研修を

行っています。 

・階層別研修には、非常勤職員の方も年に一度必ず参

加できるよう受講を促し、シフトを考慮するなどし

て、研修の機会を確保しています。 

（４） 実習生等の福祉サービスに関

わる専門職の研修・育成が適切に行わ

れている 

20 実習生等の保育に関わる専門職

の研修・育成について体制を整備し、

積極的な取組をしている。 

□実習生等の保育に関わる専門職の研修・育成

に関する基本姿勢を明文化している。 

□実習生等の保育に関わる専門職の研修・育成

についてのマニュアルが整備されている。 

□専門職種の特性に配慮したプログラムを用

意している。 

□指導者に対する研修を実施している。 

□実習生については、学校側と、実習内容につ

いて連携してプログラムを整備するとともに、

実習期間中においても継続的な連携を維持し

ていくための工夫を行っている。 

 

 

 

A 

 

 

 

 

 

C 

 

 

・実習生等の保育に関わる専門職の研修・育成につい

てのマニュアルが準備され、受け入れの整備がなされ

ていますが、これまでは実施されていません。 

・本部による、実習生の受け入れ研修があり、園長が

参加しています。 

 

 

３ 運営の透明性の確保 

評価分類・評価項目 
自己 

評価 

評価 

結果 
評価の理由（コメント）・評価根拠 

（１） 運営の透明性を確保するため

の取組が行われている 

21 運営の透明性を確保するための

情報公開が行われている。 

□ホームページ等の活用により、法人、保育所

の理念や基本方針、保育の内容、事業計画、事

 

 

 

 

 

 

・法人及び園のホームページにおいて、法人及び園の

理念や基本方針が公開されています。また、市のホー

ムページにおいても園が大切にしていることについ

て公開しています。 

・法人全体で年に 1 回実施される保護者アンケートに

ついては、アンケートの集計内容を公表するととも
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業報告、予算、決算情報が適切に公開されてい

る。 

□保育所における地域の福祉向上のための取

組の実施状況、第三者評価の受審、苦情・相談

の体制や内容について公表している。 

□第三者評価の受審結果、苦情・相談の体制や

内容にもとづく改善・対応の状況について公表

している。 

□法人（保育所）の理念、基本方針やビジョン

等について、社会・地域に対して明示・説明し、

法人（保育所）の存在意義や役割を明確にする

ように努めている。 

□地域に向けて、理念や基本方針、事業所で行

っている活動等を説明した印刷物や広報誌等

を配布している。 

A 

 

 

 

 

 

B 

 

 

 

に、内容に対しての具体的な改善案を記載し、玄関に

掲示することで透明性を確保しています。 

・地域に対しては、商店街の店舗に園の子どもたちの

様子や園の情報へアクセスできる方法を記載したお

知らせを配布するなどの取り組みを行っています。今

後は、地域へ向けて園で行っている活動などを主体的

に提示していくことが期待されます。 

22 公正かつ透明性の高い適正な経

営・運営のための取組が行われてい

る。 

□保育所における事務、経理、取引等に関する

ルール、職務分掌と権限・責任が明確にされ、

職員等に周知している。 

□保育所における事務、経理、取引等について

内部監査を実施するなど、定期的に確認されて

いる。 

□保育所の事業、財務について、外部の専門家

による監査支援等を実施している。 

□外部の専門家による監査支援等の結果や指

摘事項にもとづいて、経営改善を実施してい

る。 

 

 

 

A 

 

 

 

A 

・保育所における事務、経理、取引等については、主

として本部において管理を行い、園では月ごとの予算

を管理しています。園で必要な教材等を購入する際

は、職員が購入希望を園長に伝え、承諾を得た後購入

するなど、ルールに沿って実施されています。 

・園長は毎月、園の収支について本部に報告をしてい

ます。園内の事務経理については、毎月本部で確認さ

れています。また、外部監査も実施されています。 

・経営の改善については、毎月の収支報告をもとに本

部と相談しながら、改善に努めています。 

 

 

 

４ 地域との交流、地域貢献 

評価分類・評価項目 
自己 

評価 

評価 

結果 
評価の理由（コメント）・評価根拠 

（１） 地域との関係が適切に確保さ

れている 

23 子どもと地域との交流を広げる

  
・全体的な計画において「保育所の社会的責任として、

地域社会との交流や連携を図り、保育の内容を適切に

説明する」という考え方が明文化されています。日頃
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ための取組を行っている。 

□地域との関わり方について基本的な考え方

を文書化している。 

□活用できる社会資源や地域の情報を収集し、

掲示板の利用等で保護者に提供している。 

□子どもの個別的状況に配慮しつつ地域の行

事や活動に参加する際、職員やボランティアが

支援を行う体制が整っている。 

□保育所や子どもへの理解を得るために、地域

の人々と子どもとの交流の機会を定期的に設

けるなどの取組を行っている。 

□個々の子ども・保護者のニーズに応じて、地

域における社会資源を利用するよう推奨して

いる。 

 

 

 

A 

 

 

 

 

 

 

B 

 

 

の散歩などにおいては、職員、子ども達が地域の方に

しっかり挨拶するよう心がけています。 

・活用できる社会資源や地域の情報等を収集し、玄関

掲示などで保護者に情報共有しています。また、個々

の子ども・保護者のニーズに応じて地域における社会

資源を利用するよう推奨し、発達相談などの情報提供

も行っています。 

・秋のハロウィンの季節には、普段、食材を購入する

八百屋さんに協力いただき、「トリック or トリート」

とやりとりを楽しみながらお菓子をもらうというイ

ベントを開催しています。 

・園の行事（運動会・発表会など）の手伝いとして、

地域の学生がボランティアで参加したことがありま

す。今後は、地域の人々と子どもとの交流の機会を定

期的に設けるなどの取り組みが期待されます。 

24 ボランティア等の受入れに対す

る基本姿勢を明確にし体制を確立し

ている。 

□ボランティア受入れに関する基本姿勢を明

文化している。 

□地域の学校教育等への協力について基本姿

勢を明文化している。 

□ボランティア受入れについて、登録手続、ボ

ランティアの配置、事前説明等に関する項目が

記載されたマニュアルを整備している。 

□ボランティアに対して子どもとの交流を図

る視点等で必要な研修、支援を行っている。 

□学校教育への協力を行っている。 

 

 

 

A 

 

 

 

A 

・ボランティア受け入れに関する基本姿勢、また登録

手続きや事前説明等を明文化した「マニュアル」と「ボ

ランティア契約書」が整備されています。 

・ボランティアに対して子どもとの交流を図る視点等

で必要な研修、支援として、ボランティア契約書があ

ります。受け入れにあたっては、本部研修に園長が参

加しています。 

・年長児は小学校から招待状を受け取り、小学校との

交流会に参加しています。 

・地域の中学校の職場体験の受け入れに応じたことが

あります。また、小学校４年生からの依頼で、園内で

影絵のお話会を開催したことがあります。 

（２） 関係機関との連携が確保され

ている。 

25 保育所として必要な社会資源を

明確にし、関係機関等との連携が適切

に行われている。 

□当該地域の関係機関・団体について、個々の

子ども・保護者の状況に対応できる社会資源を

明示したリストや資料を作成している。 

□職員会議で説明するなど、職員間で情報の共

有化が図られている。 

 

 

 

A 

 

 

 

 

A 

 

・近隣の公園等の関連施設について、地図を作成して

玄関に掲示しています。 

・関係機関との連携については、必要に応じて児童相

談所や市の療育センターと連携が取れる体制になっ

ています。 

・保幼小の連携会議に年３回参加しています。他園で

実施されている手遊びや、小学校で流行していること

などの情報交換や、小学校見学も行っています。 

・区の施設長会議に参加し、地域の関係機関・団体の

共通の問題に対して、協働して具体的な取り組みを行
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□関係機関・団体と定期的な連絡会等を行って

いる。 

□地域の関係機関・団体の共通の問題に対し

て、解決に向けて協働して具体的な取組を行っ

ている。 

□地域に適当な関係機関・団体がない場合に

は、子ども・保護者のアフターケア等を含め、

地域でのネットワーク化に取り組んでいる。 

□家庭での虐待等権利侵害が疑われる子ども

への対応について、要保護児童対策地域協議会

への参画、児童相談所など関係機関との連携が

図られている。（保育所） 

っています。また、地域の課題である体力増進のイベ

ントとして、みなっち駅伝、みなっち元気キッズがあ

り、園として参加しています。 

（３） 地域の福祉向上のための取組

を行っている。 

26 地域の福祉ニーズ等を把握する

ための取組が行われている。 

□保育所（法人）が実施する事業や運営委員会

の開催、関係機関・団体との連携、地域の各種

会合への参加、地域住民との交流活動などを通

じて、地域の福祉ニーズや生活課題等の把握に

努めている。 

 

 

A 

 

 

 

B 

 

・関係機関として、児童相談所や区の保育課等があり

ます。地域のニーズ等の把握や、今後のより一層の連

携を考慮し、現在、地元町内会への入会も検討してい

ます。 

・園見学を園長が担当しており、その際に入園にあた

っての相談や保護者のニーズを具体的に把握するこ

とに努めています。 

27 地域の福祉ニーズ等にもとづく

公益的な事業・活動が行われている。 

□把握した福祉ニーズ等にもとづいて、法で定

められた社会福祉事業にとどまらない地域貢

献に関わる事業・活動を実施している。 

□把握した福祉ニーズ等にもとづいた具体的

な事業・活動を、計画等で明示している。 

□多様な機関等と連携して、社会福祉分野のみ

ならず、地域コミュニティの活性化やまちづく

りなどにも貢献している。 

□保育所（法人）が有する福祉サービスの提供

に関するノウハウや、専門的な情報を、地域に

還元する取組を積極的に行っている。 

□地域の防災対策や、被災時における福祉的な

支援を必要とする人びと、住民の安全・安心の

ための備えや支援の取組を行っている。 

 

 

 

A 

 

 

 

C 

・現在、地域貢献に関わる具体的な事業や活動はあり

ませんが、老人ホームとの世代間交流などを検討して

おり、今後の取り組みが期待されます。 

・近隣の環境整備活動として、園周辺の清掃や草むし

りを行っています。市が主催する、地域の美化対策に

関連する企画に参加を予定しています。 
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Ⅲ 適切な福祉サービスの実施 

１ 利用者本位の福祉サービス 

評価分類・評価項目 
自己 

評価 

評価 

結果 
評価の理由（コメント）・評価根拠 

（１） 利用者を尊重する姿勢が明示

されている 

28 子どもを尊重した保育について

共通の理解をもつための取組を行っ

ている。 

□理念や基本方針に、子どもを尊重した保育の

実施について明示し、職員が理解し実践するた

めの取組を行っている。 

□子どもを尊重した保育の提供に関する「倫理

綱領」や規程等を策定し、職員が理解し実践す

るための取組を行っている。 

□子どもを尊重した保育に関する基本姿勢が、

個々の保育の標準的な実施方法等に反映され

ている。 

□子どもの尊重や基本的人権への配慮につい

て、組織で勉強会・研修を実施している。 

□子どもの尊重や基本的人権への配慮につい

て、定期的に状況の把握・評価等を行い、必要

な対応を図っている。 

□子どもが互いを尊重する心を育てるための

具体的な取組を行っている。（保育所） 

□性差への先入観による固定的な対応をしな

いように配慮している。（保育所） 

□子どもの人権、文化の違い、互いに尊重する

心について、その方針等を保護者に示すととも

に、保護者も理解を図る取組を行っている。（保

育所） 

 

 

 

 

 

A 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

B 

 

・子どもを尊重した保育の実施にあたり、職員が理解

し実践するために業務マニュアルとして「教育経営計

画書」「こどもの森のおやくそく」があります。また、

全国保育士倫理綱領 学習シート（全国保育士会）を

使用して穴埋め学習をすることで、倫理についての振

り返りや見直しを行っています。 

・自治体、本部研修や園内研修においても、子どもの

尊重や基本的人権への配慮等について学び、日々の実

践に生かしています。 

・こどもの森 人権マニュアルには「子どもの権利の

尊重」について記載があり、チェックリストとして 

○子どもに対して一方的な思い込みや偏った見方を

していない○呼び捨てやあだ名での声かけ、不必要な

大きい声○おむつ交換、排泄、着替え、水遊びの際に

は裸のままでいない、他者の視線を遮る○子どもの発

達、経験の個人差、国籍、文化の違い、などがあり、

これらの読み合わせを行っています。 

・今後は、性差への先入観による固定的な対応、子ど

もの人権、文化の違い、互いに尊重する心などについ

て、その方針を文書にて保護者へ周知するなど、さら

なる理解を図る取り組みが期待されます。 

29 子どものプライバシー保護に配

慮した保育が行われている。 

□子どものプライバシー保護について、社会福

祉事業に携わる者としての姿勢・責務等を明記

した規程・マニュアル等が整備され、職員への

 

 

 

 

・子どものプライバシー保護に配慮した保育を行うた

めに、個人情報保護マニュアルが整備されています。

また、プライバシー保護を踏まえた保育の実践をする

ために、保育業務マニュアルがあります。職員はマニ

ュアルの活用により、より理解を深め保育を行ってい
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研修によりその理解が図られている。 

□規程・マニュアル等にもとづいて、プライバ

シーに配慮した福祉サービスが実施されてい

る。 

□一人ひとりの子どもにとって、生活の場にふ

さわしい快適な環境を提供し、子どものプライ

バシーを守れるよう設備等の工夫を行ってい

る。 

□子ども・保護者にプライバシー保護に関する

取組を周知している。 

 

A 

 

 

 

A 

 

 

ます。 

・オムツ替えは必ずトイレで行う、幼児クラスの着替

えは男女別で行うなど、プライバシーが守れるように

しています。 

・個人情報の取扱いに関する同意書を整備し、プライ

バシー保護に関する取り組みを保護者にも周知して

います。 

・子どもたちの写真を記録する SD カードは、散歩に

行った際は、公園を出る前に所持確認をするとともに

園に戻った際は、所定の場所に速やかに戻すルールと

なっています。 

（２） 福祉サービスの提供に関する

説明と同意（自己決定）が適切に行わ

れている 

30 利用希望者に対して保育所選択

に必要な情報を積極的に提供してい

る。 

□理念や基本方針、保育の内容や保育所の特性

等を紹介した資料を、公共施設等の多くの人が

入手できる場所に置いている。 

□保育所を紹介する資料は、言葉遣いや写真・

図・絵の使用等で誰にでもわかるような内容に

している。 

□保育所の利用希望者については、個別にてい

ねいな説明を実施している。 

□見学等の希望に対応している。 

□利用希望者に対する情報提供について、適宜

見直しを実施している。 

 

 

 

A 

 

 

 

A 

・保育の内容や保育所の特性等を、ホームページでわ

かりやすく紹介しています。また「保護者の声」とし

て、実際に保育所を利用する保護者の感想も紹介して

います。 

・園見学は園長が担当しており、見学者の希望に応じ

て土曜日に行うこともあります。 

・法人内に持ち物委員会があり、荷物をなるべく少な

くするという観点から検討した結果、歯ブラシは園で

準備、おむつは定額で業者と契約し園で準備できるよ

うになりました。このような園での具体的な取組内容

について見学者に対して丁寧な説明を実施していま

す。 

31 保育の開始・変更にあたり保護

者等にわかりやすく説明している。 

□保育の開始及び保育内容の変更時の説明と

同意にあたっては、保護者等の意向に配慮して

いる。 

□保育の開始・変更時には、保護者等がわかり

やすいように工夫した資料を用いて説明して

いる。 

□説明にあたっては、保護者等が理解しやすい

ような工夫や配慮を行っている。 

 

 

 

A 

 

 

 

 

A 

 

・保育の開始にあたっては、入園説明会を行い、入園

のしおり、重要事項説明書、個人情報同意書について

説明や確認を行っています。また、持ち物については、

実物の見本を提示しながら、わかりやすい説明をして

います。 

・保育の開始・変更時には保護者等の同意を得たうえ

でその内容を書面で残すようにし、重要事項説明書の

内容に変更（主食代等）があった際には、再度、説明

と同意書を得ています。 

・特に配慮が必要な食物アレルギーの対応についての
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□保育の開始・変更時には、保護者等の同意を

得たうえでその内容を書面で残している。 

□特に配慮が必要な保護者への説明について

ルール化され、適正な説明、運用が図られてい

る。 

説明は、横浜市のマニュアル及び書式に従い実施し、

適正な説明や運用が図られています。 

 

32 保育所等の変更にあたり保育の

継続性に配慮した対応を行っている。 

□保育所等の変更にあたり、保育の継続性に配

慮した手順と引継ぎ文書を定めている。 

□保育所の利用が終了した後も、保育所として

子どもや保護者等が相談できるように担当者

や窓口を設置している。 

□保育所の利用が終了した時に、子どもや保護

者等に対し、その後の相談方法や担当者につい

て説明を行い、その内容を記載した文書を渡し

ている。 

 

 

A 

 

 

B 

・転園の際には、必要に応じて生活、遊び、その他の

項目について記されてた「経過記録」を用いて引継ぎ

を行っています。 

・卒園児を園の行事に招待しています。また卒園児や

転園児には連絡先が記載された年間行事予定表を配

布しており、保育所の利用が終了した後も、保育所と

して子どもや保護者等が相談できるようにしていま

す。今後は、相談受付先について記述した文書等を渡

すなどの取り組みも期待されます。 

（３） 利用者満足の向上に努めてい

る 

33 利用者満足の向上を目的とする

仕組みを整備し、取組を行っている。 

□日々の保育のなかで、子どもの満足を把握す

るように努めている。（保育所） 

□保護者に対し、利用者満足に関する調査が定

期的に行われている。 

□保護者への個別の相談面接や聴取、保護者懇

談会が、利用者満足を把握する目的で定期的に

行われている。 

□職員等が、利用者満足を把握する目的で、保

護者会等に出席している。 

□利用者満足に関する調査の担当者等の設置

や、把握した結果を分析・検討するために、検

討会議の設置等が行われている。 

□分析・検討の結果にもとづいて具体的な改善

を行っている。 

 

 

 

A 

 

 

 

A 

・日々の保護者とのやりとりは、主に連絡ノートを使

用しています。また送迎時の家庭とのやりとりからも

情報を得てミーティングで共有するようにしていま

す。 

・利用者満足の調査として、法人全体で行う保護者ア

ンケートがあり、結果を玄関に掲示しています。運動

会・発表会の後は、行事アンケートを実施し、結果を

踏まえビデオコーナーを設けるなどの取組みに繋が

りました。 

・利用者満足を把握する目的も含めて、個人面談、保

護者懇談会、運営委員会があります。年に２回の「運

営委員会」には、全体から３名の保護者、他園園長、

本部職員が参加をして実施しています。園の状況、生

活、保育、給食、行事等について共有し、保護者から

も意見をもらっています。 

（４） 利用者が意見等を述べやすい

体制が確保されている 

34 苦情解決の仕組みが確立してお

り、周知・機能している。 

 

 

 

 

・苦情解決の仕組みについて重要事項説明書に記載が

あります。園長が苦情解決責任者となり適切に対応し

ます。保護者には、４月の懇談会の際に伝達、また玄

関にも掲示があります。 
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□苦情解決の体制（苦情解決責任者の設置、苦

情受付担当者の設置、第三者委員の設置）が整

備されている。 

□苦情解決の仕組みをわかりやすく説明した

掲示物が掲示され、資料を保護者等に配布し説

明している。 

□苦情記入カードの配布やアンケート（匿名）

を実施するなど、保護者等が苦情を申し出しや

すい工夫を行っている。 

□苦情内容については、受付と解決を図った記

録を適切に保管している。 

□苦情内容に関する検討内容や対応策につい

ては、保護者等に必ずフィードバックしてい

る。 

□苦情内容及び解決結果等は、苦情を申し出た

保護者等に配慮したうえで、公表している。 

□苦情相談内容にもとづき、保育の質の向上に

関わる取組が行われている。 

 

 

A 

 

 

A 

・玄関には、本部相談窓口の掲示があり、保護者等が

苦情を申し出しやすい取り組みの一環となっていま

す。 

・苦情内容等については、苦情簿に記録し、速やかに

対応、フィードバックを行います。苦情内容や解決結

果等は、苦情を申し出た方に配慮した上で、園だより

等を通じて公表し、保育の質の向上に繋げています。 

・具体的な取り組みの一例として、幼児クラスの補食

の充実を図り、少量のせんべいからパンに変更するな

どの取り組みが行われました。 

 

 

35 保護者が相談や意見を述べやす

い環境を整備し、保護者等に周知して

いる。 

□保護者が相談したり意見を述べたりする際

に、複数の方法や相手を自由に選べることをわ

かりやすく説明した文書を作成している。 

□保護者等に、その文章の配布やわかりやすい

場所に掲示する等の取組を行っている。 

□相談をしやすい、意見を述べやすいスペース

の確保等の環境に配慮している。 

 

 

A 

 

 

A 

・重要事項説明書や玄関掲示等により、苦情・要望等

に係る相談窓口として、保育所、本部事務局、第三者

委員など複数の方法があることを説明しています。 

・事務所がオープンスペースになっており、保護者が

気軽に声をかけやすく、また職員からも保護者の様子

がわかりやすい環境となっています。また、実際に苦

情等、個別の相談がある場合には、別室にて環境を整

えて対応しています。 

36 保護者からの相談や意見に対し

て、組織的かつ迅速に対応している。 

□職員は、日々の保育の提供において、保護者

が相談しやすく意見を述べやすいように配慮

し、適切な相談対応と意見の傾聴に努めてい

る。 

□意見箱の設置、アンケートの実施等、保護者

の意見を積極的に把握する取組を行っている。 

□相談や意見を受けた際の記録の方法や報告

の手順、対応策の検討等について定めたマニュ

 

 

 

A 

 

 

 

 

A 

 

・日々の保育の提供において、連絡帳、写真、スケッ

チブックでのお知らせや、送迎時のコミュニケーショ

ン等により、保護者が相談しやすく意見を述べやすい

ように配慮しています。また、本部相談窓口の掲示、

アンケート実施、個人面談等により、保護者の意見を

積極的に把握する取り組みを行っています。 

・相談や意見を受けた際には「苦情解決に関する規定」

に従って、対応しています。対応までに時間がかかる

場合には、玄関の掲示板にて中間報告を行うなどし

て、迅速で丁寧な取り組みをしています。 
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アル等を整備している。 

□職員は、把握した相談や意見について、検討

に時間がかかる場合に状況を速やかに説明す

ることを含め迅速な対応を行っている。 

□意見等にもとづき、保育の質の向上に関わる

取組が行われている。 

□対応マニュアル等の定期的な見直しを行っ

ている。 

・対応マニュアルは１年に１度、各職員が見直すこと

を促すとともに、園全体会議でも確認することで定期

的な見直しに努めています。 

（５） 安心・安全な福祉サービスの

提供のための組織的な取組が行われ

ている 

37 安心・安全な福祉サービスの提

供を目的とするリスクマネジメント

体制が構築されている。 

□リスクマネジメントに関する責任者の明確

化（リスクマネジャーの選任・配置）、リスク

マネジメントに関する委員会を設置するなど

の体制を整備している。 

□事故発生時の対応と安全確保について責任、

手順（マニュアル）等を明確にし、職員に周知

している。 

□子どもの安心と安全を脅かす事例の収集が

積極的に行われている。 

□収集した事例をもとに、職員の参画のもとで

発生要因を分析し、改善策・再発防止策を検

討・実施する等の取組が行われている。 

□職員に対して、安全確保・事故防止に関する

研修を行っている。 

□事故防止策等の安全確保策の実施状況や実

効性について、定期的に評価・見直しを行って

いる。 

 

 

 

 

A 

 

 

 

 

A 

・リスクマネジメントに関しては、「こどもの森 緊急

対応マニュアル」に記載があります。子どもの安心と

安全を確保し、保育の質の向上を図る観点からリスク

マネジメント体制を整備しています。 

・子どもの安心と安全を脅かす事例の収集が積極的に

行われ、月に１回、ヒヤリハットを振り返る機会をつ

くっています。また、月に１回の本部園長会では、系

列園での事故事例について資料が配付され情報を共

有しています。資料は園内でも職員全員が必ず目を通

すよう、更衣室に置き記名チェックをしています。 

・事故防止策として、０歳児クラスのポットの設置場

所を変更するなど定期的に評価・見直しを行っていま

す。 

38 感染症の予防や発生時における

子どもの安全確保のための体制を整

備し、取組を行っている。 

□感染症対策について、責任と役割を明確にし

た管理体制が整備されている。 

□感染症の予防と発生時等の対応マニュアル

等を作成し、職員に周知徹底している。 

 

 

A 

 

 

B 

・感染症の予防と発生時等の対応については、「安全

衛生マニュアル」を整備し、園全体会議等で職員に周

知しています。 

・定期的に園内研修において、嘔吐処理の手順、季節

等に応じて流行する感染症やその症状、登園許可など

を確認しています。 

・感染症の予防策として、こまめな手洗い、うがい、
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□担当者等を中心にして、定期的に感染症の予防

や安全確保に関する勉強会等を開催している。 

□感染症の予防策が適切に講じられている。 

□感染症の発生した場合には対応が適切に行

われている。 

□感染症の予防と発生時等の対応マニュアル

等を定期的に見直している。 

□保護者への情報提供が適切になされている。

（保育所） 

  
消毒の徹底をし、また流行が予想される感染症など、

保健に関する情報を園だよりで発信しています。 

・「安全衛生マニュアル」は、年に一度振り返りを行

い、見直しをしています。 

・園内で感染症が発生した際は、玄関、及び屋外に掲

示をしています。今後は、利用者アンケートでの感染

症に対する保護者の認知度を踏まえ、さらなる情報の

周知が期待されます。 

 

39 災害時における子どもの安全確

保のための取組を組織的に行ってい

る。 

□災害時の対応体制が決められている。 

□立地条件等から災害の影響を把握し、建物・

設備類、保育を継続するために必要な対策を講

じている。 

□子ども、保護者及び職員の安否確認の方法が

決められ、すべての職員に周知されている。 

□食料や備品類等の備蓄リストを作成し、管理

者を決めて備蓄を整備している。 

□防災計画等整備し、地元の行政をはじめ、消

防署、警察、自治会、福祉関係団体等と連携す

るなど、体制をもって訓練を実施している。 

 

 

 

A 

 

 

 

A 

・災害時の対応体制として「緊急時に備えての心構え

と準備」が整備され、園全体会議等で全職員に周知さ

れています。 

・毎月１回、地震・火災を想定した避難訓練を実施し

ています。また、水害避難訓練を実施し、前例を踏ま

え水が来ない経路で避難したり、建物の２階に避難し

たりしています。 

・災害時の子ども、保護者、及び職員の安否確認につ

いては、「らくらく連絡網」の災害掲示板を使用して

連絡を行うことを、入園のしおりや別紙にて周知して

います。また日頃から行事のお知らせ等に活用されて

います。 

・食料品の備蓄は、園長が管理者となり、リストを作

成し事務所に保管されています。 

 

 

２ 福祉サービスの質の確保 

評価分類・評価項目 
自己 

評価 

評価 

結果 
評価の理由（コメント）・評価根拠 

（１） 提供する福祉サービスの標準

的な実施方法が確立している 

40 保育について標準的な実施方法

が文書化され保育が提供されている。 

□標準的な実施方法が適切に文書化されてい

る。 

□標準的な実施方法には、子どもの尊重、プラ

イバシーの保護や権利擁護に関わる姿勢が明

示されている。 

 

 

 

A 

 

 

 

A 

・「教育経営計画書」「こどもの森のおやくそく」「保

育業務マニュアル」などに、標準的な保育の実施方法

が文書化され、子どもの尊重、プライバシーの保護や

権利擁護に関わる姿勢が明示されています。内容につ

いては、本部、園内研修において周知徹底され、園全

体会議では、穴埋め方式で内容の確認をしています。 

・保育実践が画一的なものとならないよう、個別指導

計画などで一人ひとりに適した保育を実施していま

す。個別指導計画は、トイレトレーニングなど、保護
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□標準的な実施方法について、研修や個別の指

導等によって職員に周知徹底するための方策

を講じている。 

□標準的な実施方法にもとづいて実施されて

いるかどうかを確認する仕組みがある。 

□標準的な実施方法により、保育実践が画一的

なものとなっていない。（保育所） 

 

 

者の意見も反映しながら作成し、実践にあたっていま

す。 

41 標準的な実施方法について見直

しをする仕組みが確立している。 

□保育の標準的な実施方法の検証・見直しに関

する時期やその方法が組織で定められている。 

□保育の標準的な実施方法の検証・見直しが定

期的に実施されている。 

□検証・見直しにあたり、指導計画の内容が必

要に応じて反映されている。 

□検証・見直しにあたり、職員や保護者等から

の意見や提案が反映されるような仕組みにな

っている。 

 

 

A 

 

 

 

B 

 

・「こどもの森のおやくそく」は、園内では年度末に、

また２月には本部園長会において見直しをする機会

があり、保育の標準的な実施方法の検証・見直しが、

組織的、定期的に実施されています。今後は、こども

の森のおやくそくや保育業務マニュアルなどに明示

されている標準的な実施方法について、定期的に職員

間で見直すなど、さらなる取り組みが期待されます。 

・検証・見直しにあたっては、職員による毎月の指導

計画の反省、保護者アンケート、個人面談の意見や提

案を反映させる仕組みがあります。 
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（２） 適切なアセスメントにより福

祉サービス実施計画が策定されてい

る 

42 アセスメントにもとづく指導計

画を適切に策定している。 

□指導計画策定の責任者を設置している。 

□アセスメント手法が確立され、適切なアセス

メントが実施されている。 

□さまざまな職種の関係職員、必要に応じて保

育所以外の関係者が参加して、アセスメント等

に関する協議を実施している。 

□全体的な計画にもとづき、指導計画が策定さ

れている。（保育所） 

□子どもと保護者等の具体的なニーズ等が、個

別の指導計画等に明示されている。（保育所） 

□計画の策定にあたり、さまざまな職種の関係

職員、必要に応じて保育所以外の関係者が参加

しての合議、保護者の意向把握と同意を含んだ

手順を定めて実施している。 

□指導計画にもとづく保育実践について、振返

りや評価を行う仕組みが構築され、機能してい

る。（保育所） 

□支援困難ケースへの対応について検討し、積

極的かつ適切な保育の提供が行われている。 

 

 

 

 

 

A 

 

 

 

 

 

A 

・アセスメントにもとづく指導計画については、園長

を責任者として、クラス担当者が計画の策定を行って

います。 

・園全体会議には、栄養士も参加して、アセスメント

等に関する協議を実施しています。また必要に応じて

療育センターとの協議も行っています。 

・アセスメント手法が確立されており、「児童健康台

帳」にて個々の子どもの生育歴、既往歴等も含めて確

認するとともに、生活・遊び・その他の３項目で記載

する「経過記録」にて適切なアセスメントを実施して

います。 

・指導計画は、全体的な計画にもとづき策定されてい

ます。指導計画にもとづく保育実践については、クラ

ス会議や園全体会議で振り返り、評価するという仕組

みが構築され、機能しています。 

43 定期的に指導計画の評価・見直

しを行っている。 

□指導計画の見直しについて、見直しを行う時

期、検討会議の参加職員、保護者の意向把握と

同意を得るための手順等、組織的な仕組みを定

めて実施している。 

□見直しによって変更した指導計画の内容を、

関係職員に周知する手順を定めて実施してい

る。 

□指導計画を緊急に変更する場合の仕組みを

整備している。 

□指導計画の評価・見直しにあたっては、標準

的な実施方法に反映すべき事項、子ども・保護

 

 

 

A 

 

 

 

A 

・全体的な計画は年度末に、また年間指導計画は４期

ごとに見直しを行い、見直した内容については、園全

体会議において、関係職員に周知されています。さら

に見直した内容は、園だよりなどで保護者にも伝達、

また年に１回実施される懇談会においても保護者に

周知されています。 

・指導計画を緊急に変更する際は、各担当から園長に

報告する仕組みになっています。 

・今年度は「保育の充実」という課題に取り組み、「雨

の日の活動を園長に提出し、実践、製作物は玄関に掲

示し保護者の方に知らせる」などの取り組みをしまし

た。 
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者のニーズ等に対する保育・支援が十分ではな

い状況等、保育の質の向上に関わる課題等が明

確にされている。 

□評価した結果を次の指導計画の作成に活か

している。（保育所） 

（３） 福祉サービス実施の記録が適

切に行われている 

44 子どもに関する保育の実施状況

の記録が適切に行われ、職員間で共有

化されている。 

□子どもの発達状況や生活状況等を、保育所が

定めた統一した様式によって把握し記録して

いる。 

□個別の指導計画等にもとづく保育が実施さ

れていることを記録により確認することがで

きる。 

□記録する職員で記録内容や書き方に差異が

生じないように、記録要領の作成や職員への指

導等の工夫をしている。 

□保育所における情報の流れが明確にされ、情

報の分別や必要な情報が的確に届くような仕

組みが整備されている。 

□情報共有を目的とした会議の定期的な開催

の取組がなされている。 

 

 

 

 

A 

 

 

 

 

A 

・子どもの発達状況や生活状況などは、「個別計画」「保

育日誌」「経過記録」「複写の連絡ノート」などの園が

定めた統一した様式によって把握し記録されていま

す。 

・個別の指導計画には、各個人の前月の子どもの姿、

今月の保育上の配慮、評価・反省の欄が設けられ、個

別の指導計画にもとづく保育が実践されています。 

・記録する職員によって、記録内容や書き方に差異や

偏りが生じないよう、園長が下書きを確認し訂正した

り、書き方の指導にあたっています。 

・情報共有を目的とした会議として、毎日の昼ミーテ

ィング、毎月の園全体会議、クラス会議、給食会議な

どが定期的に開催されており、必要な情報が的確に届

く仕組みが整備されています。また、引継ぎには伝達

ボードやクラスノートを使用し、情報共有を徹底して

います。 

45 子どもに関する記録の管理体制

が確立している。 

□個人情報保護規程等により、子どもの記録の

保管、保存、廃棄、情報の提供に関する規定を

定めている。 

□個人情報の不適正な利用や漏えいに対する

対策と対応方法が規定されている。 

□記録管理の責任者が設置されている。 

□記録の管理について個人情報保護の観点か

ら、職員に対し教育や研修が行われている。 

□職員は、個人情報保護規程等を理解し、遵守

している。 

□個人情報の取扱いについて、保護者等に説明

している。 

 

 

A 

 

 

A 

・子どもの記録の保管、保存、廃棄、情報の提供に関

しては、個人情報保護規程を定め、記録管理の責任者

を園長としています。 

・記録の管理について個人情報保護の観点から、職員

に対し個人情報保護規程の理解と遵守の研修や園全

体会議での確認を行っています。また、守秘義務につ

いてなど、実習生やボランティアへの教育も行いま

す。 

・個人情報に関連する書類は、事務所の施錠できる書

庫で保管し、持ち出しや戻す際には、管理者の園長を

通して行います。 

・園で使用するパソコンには、個々にパスワードを設

定し、園長専用フォルダなど、パソコン内でも情報の

取扱いに注意を払っています。 
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内容評価基準（20 項目）A－Ⅰ 保育内容 

評価分類・評価項目 
自己 

評価 

評価 

結果 
評価の理由（コメント）・評価根拠 

A－１－(１)  全体的な計画の作成

1．保育所の理念、保育の方針や目標

に基づき、子どもの心身の発達や家庭

及び地域の実態に応じて全体的な計

画を作成している。 

□全体的な計画は、児童憲章、児童の権利に関

する条約、児童福祉法、保育所保育指針などの

趣旨をとらえて作成している。 

□全体的な計画は、保育所の理念、保育の方針

や目標に基づいて作成している。 

□全体的な計画は、子どもの発達過程、子ども

と家庭の状況や保育時間、地域の実態などを考

慮して作成している。 

□全体的な計画は、保育に関わる職員が参画し

て作成している。 

□全体的な計画は、定期的に評価を行い、次の

作成に生かしている。 

 

 

 

A 

 

 

 

 

B 

 

 

・全体的な計画については、本部園長会において骨子

を作成しています。園では保育に関わる職員が、園や

地域の実態や特色に合わせて検討し、子どもの発達過

程に応じた内容で作成しています。 

・全体的な計画は、年度末の園全体会議において見直

しが行われ、次年度の計画に生かされています。 

・今後は、さらなる職員参画のもとで全体的な計画が

作成されることが望まれます。 

 

 

評価分類・評価項目 
自己 

評価 

評価 

結果 
評価の理由（コメント）・評価根拠 

A－１－(２)  環境を通して行う保

育、養護と教育の一体的展開 

2．生活にふさわしい場として、子ど

もが心地よく過ごすことのできる環

境を整備している。 

□室内の温度、湿度、換気、採光、音などの環

境は、常に適切な状態に保持している。 

□保育所内外の設備・用具や寝具の衛生管理に

努めている。 

□家具や遊具の素材、配置等の工夫をしてい

る。 

□一人ひとりの子どもが、くつろいだり、落ち

着ける場所がある。 

 

 

 

 

A 

 

 

 

 

 

A 

 

・保育室の環境については、生活の場にふさわしく、

子どもたちが心地よく過ごすことができるよう、室内

の温度・湿度を記録し、換気、採光、音などの環境を

常に適切な状態に整えています。 

・安全・衛生チェック表を使用し、保育室、階段、ト

イレ、園庭など、園内全ての場所を、毎日遅番の職員

が点検し、安全・衛生管理に努めています。 

・全クラスともに、食事スペースと午睡スペースが分

けられており、園内を広く使用するために棚などの設

置を工夫しています。 

・子どもたちがくつろいだり、落ち着ける場所として、

玩具棚を動かしてスペースを作ったり、畳の部屋を利

用したりしています。２歳児クラスには、木をモチー
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□食事や睡眠のための心地よい生活空間が確

保されている。 

□手洗い場、トイレは、明るく清潔で、子ども

が利用しやすい設備を整え、安全への工夫がさ

れている。 

フにした秘密の部屋と呼ばれる隠れ家があり、そこに

はじゅうたんが敷かれ、ゆったりと絵本を読む場所に

なっています。 

・幼児トイレには、トイレの使い方の掲示や、スリッ

パの置き場所の、足型表示があり、子どもたちが分か

りやすく利用しやすい工夫がされています。 

3．一人ひとりの子どもを受容し、子

どもの状態に応じた保育を行ってい

る。 

□子どもの発達と発達過程、家庭環境等から生

じる一人ひとりの子どもの個人差を十分に把

握し、尊重している。 

□子どもが安心して自分の気持ちを表現でき

るように配慮し、対応している。 

□自分を表現する力が十分でない子どもの気

持ちをくみとろうとしている。 

□子どもの欲求を受け止め、子どもの気持ちに

そって適切に対応している。 

□子どもに分かりやすい言葉づかいで、おだや

かに話している。 

□せかす言葉や制止させる言葉を不必要に用

いないようにしている。 

 

 

 

A 

 

 

 

A 

・連絡帳や送迎時などのコミュニケーションを通じて

家庭と連携し、情報共有をしながら一人ひとりの子ど

もを十分に把握し、尊重しています。 

・日頃の保育の中で、子どもが安心して自分の気持ち

を表現し、自発的な活動が行えるよう見守り保育を徹

底しています。具体例として、遊ぶ内容を子ども達同

士が話し合いで決めるなど、保育者がすべてを提供す

るのではなく、子ども達の活動を見守りながら必要に

応じて援助するなどの対応をしています。 

・言葉づかいについては、こどもの森のおやくそくに

記載がある、「NG 用語集」などを活用し具体的な言

葉の使用について意識するようにしています。また、

教育経営計画書内の「子どもに対する方針」に記載が

ある、「一人ひとりを大切にする」「過干渉にならない

よう見守る部分を意識的に行う」などに配慮していま

す。 

 

4．子どもが基本的な生活習慣を身に

つけることができる環境の整備、援助

を行っている。 

□一人ひとりの子どもの発達に合わせて、生活

に必要な基本的な生活習慣を身につけられる

よう配慮している。 

□基本的な生活習慣の習得にあたっては、子ど

もが自分でやろうとする気持ちを尊重して援

助を行っている。 

□基本的な生活習慣の習得にあたっては、強制

することなく、一人ひとりの子どもの主体性を

尊重している。 

□一人ひとりの子どもの状態に応じて、活動と

休息のバランスが保たれるように工夫してい

る。 

 

 

 

A 

 

 

 

A 

・一人ひとりの子どもの発達に合わせて、生活に必要

な基本的な生活習慣を身につけられるよう、送迎時や

個人面談などを通して家庭と連携し情報を共有して

います。 

・基本的な生活習慣の習得にあたっては、子どもが自

分でやろうとする気持ちを尊重して援助を行ってい

ます。そのため個別指導計画や週案などを参考にし、

一人ひとりにあった声かけに配慮しています。 

・一人ひとりの子どもの状態に応じて、活動と休息の

バランスが保たれるよう、午睡で早く目覚めた場合に

は、乳児は椅子に座って遊んだり、幼児は事務所で話

をしたり、職員の手伝いをするなど、スペースを確保

しながら工夫しています。 

・栄養士と調理師が企画をした食育実践計画があり、

月に１回、いずれかのクラスで食育活動を行っていま
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□基本的な生活習慣を身につけることの大切

さについて、子どもが理解できるように働きか

けている。 

す。具体例として、ハロウィンクッキー作り、きのこ

割き、おはぎ作りなどを実施しました。今後、子ども

たちによる野菜の栽培を検討しています。 

5．子どもが主体的に活動できる環境

を整備し、子どもの生活と遊びを豊か

にする保育を展開している。 

□子どもが自主的・自発的に生活と遊びができ

る環境を整備している。 

□子どもが自発性を発揮できるよう援助して

いる。 

□遊びの中で、すすんで身体を動かすことがで

きるよう援助している。 

□戸外で遊ぶ時間や環境を確保している。 

□生活と遊びを通して、友だちなどと人間関係

が育まれるよう援助している。 

□子どもたちが友だちと協同して活動できる

よう援助している。 

□社会的ルールや態度を身につけていくよう

配慮している。 

□身近な自然とふれあうことができるよう工

夫している。 

□地域の人たちに接する機会、社会体験が得ら

れる機会を設けている。 

□様々な表現活動が自由に体験できるよう工

夫している。 

 

 

 

 

 

A 

 

 

 

 

 

A 

・子どもが自発性を発揮できるよう、毎日の保育の中

で子どもの興味や関心を理解し、遊びを提供したり、

援助をしています。 

・子どもが自発的に遊べる工夫として、家庭から空き

箱を集め、ロボットやレンジなど自由な発想で製作を

楽しめるようにしています。 

・遊びの中で、すすんで身体を動かせる取り組みの一

例として、公園に遊びに行った時には、初めに必ずマ

ラソンを取り入れています。また、２歳児以上の子ど

もは、週に１回 30 分間、リトミックに参加しており、

園長が担当しています。 

・雨の日には、室内でカラーコーンを使った１分半完

走というぐるぐる走る遊びや、鉄棒、平均台、マット

を用意し運動ができるようにしています。 

・３，４，５歳児は、例年、夏祭りのおみこし製作で

友だちと協同した活動をしています。また、５歳児が

フランクフルト、チョコバナナなどを製作したお店屋

さんごっこでは、異年齢クラスに招待券を配って園全

体で交流しながら楽しみました。 

・地域のイベントに、駅伝で参加するほか、日頃から

商店街に買い物にでかけています。 

・カブトムシの飼育や、どんぐり、落ち葉拾いなど身

近な自然とふれあうことができるよう工夫していま

す。 

6．乳児保育（0 歳児）において、養

護と教育が一体的に展開されるよう

適切な環境を整備し、保育の内容や方

法に配慮している。 

□0 歳児が、長時間過ごすことに適した生活と

遊び及び環境への工夫がされている。 

□0 歳児が、安心して、保育士等と愛着関係（情

緒の安定）が持てるよう配慮している。 

□子どもの表情を大切にし、応答的な関わりを

している。 

□0 歳児が、興味と関心を持つことができる生

 

 

 

A 

 

 

 

 

A 

 

・０歳児が長時間ゆったりと過ごせるよう、畳の保育

室を使用し、時にはそのスペースを水族館にみたてて

魚を装飾するなど、より楽しくリラックスできるよう

環境への工夫がされています。 

・子どもの表情を大切にし、応答的な関わりをしてい

ます。オムツ替えや、着替えの時にも、声かけを多く

することなどに配慮しながら丁寧な関わりを意識し

ています。 

・職員は、子どもの発達や興味を踏まえ、手先を使っ

た遊びができるよう、ペットボトルの蓋など身近な素

材を使った玩具を手作りするなど子どもたちが関心
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活と遊びへの配慮がされている。 

□0 歳児の発達過程に応じて、必要な保育を行

っている。 

□0 歳児の生活と遊びに配慮し、家庭との連携

を密にしている。 

を持つことができる遊びへの配慮をしています。 

・連絡帳、送迎時のコミュニケーション、個人面談の

実施などにより、家庭との連携を密にしながら、一人

ひとりの発達過程に応じた必要な保育が行えるよう

にしています。 

7．1 歳以上 3 歳未満児の保育におい

て、養護と教育が一体的に展開される

よう適切な環境を整備し、保育の内容

や方法に配慮している。 

□一人ひとりの子どもの状況に応じ、子どもが

自分でしようとする気持ちを尊重している。 

□探索活動が十分に行えるような環境を整備

している。 

□子どもが安定して遊びを中心とした自発的

な活動ができるよう、保育士等が関わってい

る。 

□子どもの自我の育ちを受け止め、保育士等が

適切な関わりをしている。 

□保育士等が、友だちと関わりの仲立ちをして

いる。 

□様々な年齢の子どもや、保育士以外の大人と

の関わりを図っている。 

□一人ひとりの子どもの状況に応じ、家庭と連

携した取組や配慮がされている。 

 

 

 

 

A 

 

 

 

 

 

A 

 

・日々の保育の中で、一人ひとりの子どもと丁寧に関

わりながら、自我の育ちを受け止め、自分でしようと

する気持ちを尊重しています。 

・ヒヤリハットの記録を確認し、事故防止に努めなが

ら活動しやすい環境を整えています。一例として、空

いているおもちゃ箱を片付けたり、散らばった玩具を

集めるなど、事前に事故防止対策をし、探索活動が十

分に行えるよう配慮しています。 

・公園で遊ぶ際も、一人ひとりの子ども達が使ってみ

たい遊具で十分に遊べるよう、保育者間で声を掛け合

いながら、安全に遊べるようかかわっています。 

・保育士以外の大人との関わりについては、栄養士が

保育室に入り子ども達と一緒に給食を食べる機会を

設けるなどの取り組みをしています。 

 

 

 

 

8．3 歳以上児の保育において、養護

と教育が一体的に展開されるよう適

切な環境を整備し、保育の内容や方法

に配慮している。 

□3 歳児の保育に関して、集団の中で安定しな

がら、遊びを中心とした興味関心のある活動に

取り組めるような環境を整え、保育士等が適切

に関わっている。 

□4 歳児の保育に関して、集団の中で自分の力

を発揮しながら、友だちとともに楽しみながら

遊びや活動に取り組めるような環境を整え、保

育士等が適切に関わっている。 

□5 歳児の保育に関して、集団の中で一人ひと

りの子どもの個性が活かされ、友だちと協力し

 

 

 

 

A 

 

 

 

 

 

A 

 

・3 歳児においては、集団の中で一人ひとりの子ども

たちの個別の興味や関心を把握したかかわりに配慮

しています。例えば行事での取り組みにおいても、集

団で一斉に取り組むのではなく、一人ひとりのペース

に合わせて自ら活動に興味が持てるまで保育者は見

守るなど、個別の興味や関心を把握したかかわりに配

慮しています。 

・4 歳児においては、5 歳児の日頃の姿や当番活動、

また行事への取り組みなどを見る機会を設けること

で、年長児への憧れから、遊びや活動に取り組めるよ

う環境を整えています。 

・5 歳児においては、集団の中で給食の配膳、年下の

クラスの子どもの寝かしつけ等、当番活動などを通し

て一人ひとりの個性が活かされる機会を設けていま
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て一つのことをやり遂げるといった遊びや活

動に取り組めるような環境を整え、保育士等が

適切に関わっている。 

□子どもの育ちや取り組んできた協同的な活

動等について、保護者や地域・就学先の小学校

等に伝える工夫や配慮がされている。 

す。また、行事においては、一例としてお泊り保育の

中で友だちと協力してカレーライスづくりをするな

どの取り組みが行われています。 

・子どもたちが取り組んできた協同的な活動の一環と

して、区が主催で実施される、みなっち駅伝やみなっ

ち元気キッズに園として参加し、保護者や地域・小学

校等に伝える工夫や配慮がされています。 

9．障害のある子どもが安心して生活

できる環境を整備し、保育の内容や方

法に配慮している。 

□建物・設備など、障害に応じた環境整備に配

慮している。 

□障害のある子どもの状況に配慮した個別の

指導計画を作成し、クラス等の指導計画と関連

づけている。 

□計画に基づき、子どもの状況と成長に応じた

保育を行っている。 

□子ども同士の関わりに配慮し、共に成長でき

るようにしている。 

□保護者との連携を密にして、保育所での生活

に配慮している。 

□必要に応じて、医療機関や専門機関から相談

や助言を受けている。 

□職員は、障害のある子どもの保育について研

修等により必要な知識や情報を得ている。 

□保育所の保護者に、障害のある子どもの保育

に関する適切な情報を伝えるための取組を行

っている。 

 

 

 

 

A 

 

 

 

 

C 

・障害のある親子等に配慮し、玄関はスロープが設置

されているなど、施設のバリアフリー化に取り組んで

います。 

・障害のある子どもの状況に配慮した個別の指導計画

書については、法人の系列園で使用している書式など

を参考にし、今後作成する予定です。 

・職員は、本部で行われる障害のある子どもの保育に

ついての研修に参加し、必要な情報や知識を得ていま

す。 

・保護者全体に対して、障害のある子どもの保育に関

する適切な情報や、園の状況を懇談会などで伝え、理

解を深めてもらえるよう取り組んでいます。 
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10．長時間にわたる保育のための環

境を整備し、保育の内容や方法に配慮

している。 

□1日の生活を見通して、その連続性に配慮し、

子ども主体の計画性をもった取組となってい

る。 

□家庭的でゆったりと過ごすことができる環

境を整えている。 

□子どもの状況に応じて、おだやかに過ごせる

ように配慮している。 

□年齢の異なる子どもが一緒に過ごすことに

配慮している。 

□保育時間の長い子どもに配慮した食事・おや

つ等の提供を行っている。 

□子どもの状況について、保育士間の引継ぎを

適切に行っている。 

□担当の保育士と保護者との連携が十分にと

れるように配慮している。 

 

 

 

 

A 

 

 

 

 

A 

・長時間保育が指導計画等に位置づけられ、１日の生

活を見通してその連続性に配慮しています。子ども主

体の計画性をもった取り組みとなっているかなどに

ついては、日々の週案の中で評価、反省を行っていま

す。その評価、反省を踏まえ、２歳児以上の夕方の散

歩の実施や、保育室内での運動遊びを取り入れまし

た。 

・安心しておだやかに過ごせるよう、スキンシップを

取る事を意識したり、乳児と幼児が過ごす場所を棚で

仕切ったりして配慮しています。２歳児以下は畳のス

ペースでゆったりと過ごし、３歳児以上は塗り絵や折

り紙など座って遊ぶなどの取り組みが行われていま

す。 

・子どもの状況について、保育士間の引継ぎを適切に

行うため、伝達ボードやクラスノートなどを使用して

情報を共有しています。また、保護者との連携につい

ては、写真と文章で伝えるスケッチブックや、お迎え

時のコミュニケーションなどで子どもの姿を伝え合

い、子どもの思いや１日の全体像について理解を共有

しています。 

11．小学校との連携、就学を見通し

た計画に基づく、保育の内容や方法、

保護者との関わりに配慮している。 

□計画の中に小学校との連携や就学に関連す

る事項が記載され、それに基づいた保育が行わ

れている。 

□子どもが、小学校以降の生活について見通し

を持てる機会が設けられている。 

□保護者が、小学校以降の子どもの生活につい

て見通しを持てる機会が設けられている。 

□保育士等と小学校教員との意見交換、合同研

修を行うなど、就学に向けた小学校との連携を

図っている。 

□施設長の責任にもとに関係する職員が参画

し、保育所児童保育要録を作成している。 

 

 

 

A 

 

 

 

B 

・小学校との連携や就学に関連することについては、

全体的な計画や５歳児年間指導計画に記載され、日々

の保育につなげています。 

・小学校以降の生活についての見通しを持てる機会と

して、小学校交流に参加するなどの取り組みが行われ

ています。 

・保護者が、小学校以降の子どもの生活について見通

しを持てる機会として、懇談会で就学準備について伝

えるなどの取り組みをしています。今後は、より保護

者への就学への不安を取り除き、期待と見通しが持て

るよう、さらなる取り組みが期待されます。 

・５歳児の午睡については、運動会後から徐々に減ら

していき、ひらがなあそびや、間違いさがしなど、落

ち着いてあそぶ時間を設けています。 

・保護者の就学への不安を取り除く取り組みとして、

懇談会において就学準備について取り上げる機会を

設けています。 

・職員は、保幼小連携会議や研修会に参加し、保育士



38 

 

等と小学校教員との意見交換、合同研修を行うなどし

て、就学に向けた連携を図っています。 

・保育所児童保育要録については、５歳児担当が作成

し、園長が確認しています。 

A－１－(３)  健康管理 

12．子どもの健康管理を適切に行っ

ている。 

□子どもの健康管理に関するマニュアルがあ

り、それに基づき一人ひとりの子どもの心身の

健康状態を把握している。 

□子どもの体調悪化・けがなどについては、保

護者に伝えるとともに、事後の確認をしてい

る。 

□子どもの保健に関する計画を作成している。 

□一人ひとりの子どもの健康状態に関する情

報を、関係職員に周知・共有している。 

□既往症や予防接種の状況など、保護者から子

どもの健康に関わる必要な情報が常に得られ

るように努めている。 

□保護者に対し、保育所の子どもの健康に関す

る方針や取組を伝えている。 

□職員に乳幼児突然死症候群（SIDS）に関す

る知識を周知し、必要な取組を行っている。 

□保護者に対し、乳幼児突然死症候群（SIDS）

に関する必要な情報提供をしている。 

 

 

 

 

A 

 

 

 

 

 

A 

 

・子どもの健康管理に関する「健康・衛生管理マニュ

アル」が整備されており、一人ひとりの子どもの心身

の健康管理を適切に行っています。児童健康台帳に

て、既往症や生育歴などを把握し、連絡帳や母子手帳

の情報から予防接種状況などを更新しています。 

・子どもの体調変化やケガなどについては、遅番の職

員が保護者に伝えています。また翌日、早番の職員が

経過や様子を聞き事後の確認をしています。 

・乳幼児突然死症候群（SIDS）については、保育室

内に SIDS に関する確認事項を掲示し、マニュアルを

もとに、午睡時も子どもの顔が確認できる明るさにし

て午睡チェックを行うなどの取組をしています。午睡

チェックは、チェック表を活用し０～１歳児は５分ご

と、２歳以上は１０分ごとに呼吸チェックなどを行っ

ています。 

13．健康診断・歯科健診の結果を保

育に反映している。 

□健康診断・歯科健診の結果が記録され、関係

職員に周知されている。 

□健康診断・歯科健診の結果を保健に関する計

画等に反映させ、保育が行われている。 

□家庭での生活に活かされるよう保育に有効

に反映されるよう、健康診断・歯科健診の結果

を保護者に伝えている。 

 

 

A 

 

 

 

A 

 

・内科健診及び歯科検診を実施し、結果内容について

は、書面で保護者に伝えています。内科健診を欠席し

た場合は、保護者が嘱託医を受診し診断を受けるよう

にしています。また、内科健診前に、保護者から相談

を受けた場合は、嘱託医に確認しその内容を保護者に

伝えています。 

・健診の結果は、年間保健計画等に反映させ、歯磨き

の仕方を見直すなど、日々の保育に生かされていま

す。 

14．アレルギー疾患、慢性疾患等の

ある子どもについて、医師からの指示

を受け適切な対応を行っている。 

□アレルギー疾患のある子どもに対して、「保

 

 

 

 

・アレルギー疾患、慢性疾患等のある子どもについて

は、医師の指示のもと適切な対応を行い、また保護者

との連携を密にして保育所での生活に配慮していま

す。 
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育所におけるアレルギー対応ガイドライン」を

もとに、子どもの状況に応じた適切な対応を行

っている。 

□慢性疾患等のある子どもに対して、医師の指

示のもと、子どもの状況に応じた適切な対応を

行っている。 

□保護者との連携を密にして、保育所での生活

に配慮している。 

□食事の提供等において、他の子どもたちとの

相違に配慮している。 

□職員は、アレルギー疾患、慢性疾患等につい

て研修等により必要な知識・情報を得たり、技

術を習得している。 

□他の子どもや保護者にアレルギー疾患、慢性

疾患等についての理解を図るための取組を行

っている。 

A 

 

 

A 

 

 

・アレルギー対応に関しては、横浜市及び本部のガイ

ドラインを職員間で共有し、ガイドラインに沿って対

応しています。 

・食物アレルギーのある子どもには、事前に献立表を

渡し、保護者に食材を確認してもらい、その上でさら

に栄養士が確認をしています。また、提供時は、専用

のトレー、食器、テーブルを使用し、給食室で受け取

る時、保育室に持ってきた時、子どもに提供する時、

の３回のチェックをしています。 

・職員は、自治体、本部、園内研修に参加し、アナフ

ィラキシーについてなど必要な知識、情報を得たり技

術を習得したりしています。 

A－１－(４)  食事 

15．食事を楽しむことができるよう

工夫をしている。 

□食に関する豊かな経験ができるよう、保育の

計画に位置づけ取組を行っている。 

□子どもが楽しく、落ち着いて食事をとれる環

境・雰囲気づくりの工夫をしている。 

□子どもの発達に合わせた食事の援助を適切

に行っている。 

□食器の材質や形などに配慮している。 

□個人差や食欲に応じて、量を加減できるよう

に工夫している。 

□食べたいもの、食べられるものが少しでも多

くなるよう援助している。 

□子どもが、食について関心を深めるための取

組を行っている。 

□子どもの食生活や食育に関する取組につい

て、家庭と連携している。 

 

 

 

 

A 

 

 

 

 

 

 

A 

 

 

・食に関する豊かな経験ができるよう、年間指導計画

や月間指導計画の中で、食育について記載する欄を設

け、保育の計画に位置づけて取り組んでいます。 

・子どもの発達に合わせた食事の援助として、箸やス

プーンなどの食具を年齢や発達に合わせて選択する

ようにしたり、幼児クラスでは陶器の食器を使用して

大切に扱うことができるようにしたりしています。 

・個人差や食欲に応じて、食事量を加減できるよう工

夫しており、配膳の際に自分で食べられる量を伝え調

整できるようにしています。 

・今後、食育の一環として野菜等の栽培を行えるよう

検討しています。 

・提供した食事のサンプルを玄関に展示しています。

保護者懇談会では給食の試食会を行っています。 

また、給食だよりを発行し、子どもの食生活や食育に

関する取り組みについて家庭と連携し、給食のレシピ

を掲載するなどしています。 

16．子どもがおいしく安心して食べ

ることのできる食事を提供している。 

□一人ひとりの子どもの発育状況や体調等を

考慮した、献立・調理の工夫をしている。 

 

 

 

 

・献立・調理の工夫として、「食事調査」という書面

で個々の食事状況について（授乳方法、食べたことが

ある食材など）確認し、一人ひとりの子どもの発育状

況や体調などを考慮した食事を提供しています。 
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□子どもの食べる量や好き嫌いなどを把握し

ている。 

□残食の調査記録や検食簿をまとめ、献立・調

理の工夫に反映している。 

□季節感のある献立となるよう配慮している。 

□地域の食文化や行事食などを取り入れてい

る。 

□調理員・栄養士等が、食事の様子を見たり、

子どもたちの話を聞いたりする機会を設けて

いる。 

□衛生管理の体制を確立し、マニュアルに基づ

き衛生管理が適切に行われている。 

A 

 

 

 

A 

 

 

 

・献立は本部の管理栄養士が作成しています。園では

喫食簿や残食の記録簿等をもとに、栄養士が毎月アン

ケートを本部に提出し、献立や調理に反映されていま

す。 

・旬の食材を取り入れた季節感のある献立や、行事食、

郷土料理、世界の料理なども取り入れ、様々な食文化

に関心をもつことができるようにしています。 

・調理員、栄養士は、幼児クラスで一緒に食事をして、

直接食事の様子を見たり、子どもたちの話を聞いたり

する機会を設けています。また、給食ミーティングで

は、クラスごとの食事の状況（盛り具合、食具の用意

など）を確認しています。 

 

 

A－Ⅱ 子育て支援 

評価分類・評価項目 
自己 

評価 

評価 

結果 
評価の理由（コメント）・評価根拠 

A－２－(１)  家庭との緊密な連携 

17．子どもの生活を充実させるため

に、家庭との連携を行っている。 

□連絡帳等により家庭との日常的な情報交換

を行っている。 

□保育の意図や保育内容について、保護者の理

解を得る機会を設けている。 

□様々な機会を活用して、保護者と子どもの成

長を共有できるよう支援をしている。 

□家庭の状況、保護者との情報交換の内容を必

要に応じて記録している。 

 

 

 

 

A 

 

 

 

 

 

 

 

 

B 

 

 

・連絡帳や日々の送迎時のコミュニケーションなどに

より、家庭との日常的な情報交換を行っています。ま

た、各クラスのスケッチブックにて、毎日の活動内容

を文章と写真で伝えています。その他、保育参観、行

事参加、懇談会、個人面談などにおいても、保育の意

図や保育内容について、保護者の理解を得る機会を設

けています。 

・今後は、利用者アンケートでの「園と保護者との連

携や交流」に対する保護者の認知度を踏まえ、さらな

る情報伝達への工夫が期待されます。 

A－２－(２)  保護者等の支援 

18．保護者が安心して子育てができ
  

・職員は日頃から、どの保護者にも積極的に声をかけ、

子どもの様子を伝えたり、相談に応じながら信頼関係



41 

 

るよう支援を行っている。 

□日々のコミュニケーションにより、保護者と

の信頼関係を築くよう取組を行っている。 

□保護者等からの相談に応じる体制がある。 

□保護者の就労等の個々の事情に配慮して、相

談に応じられるよう取組を行っている。 

□保育所の特性を生かした保護者への支援を

行っている。 

□相談内容を適切に記録している。 

□相談を受けた保育士等が適切に対応できる

よう、助言が受けられる体制を整えている。 

 

A 

 

A 

の構築に努めています。 

・保護者からの相談に応じる体制として、年２回の個

人面談の機会があります。また個人面談以外にも、必

要に応じて面談を行う体制があります。 

・懇談会では、園長や職員からの説明のほかに、保護

者同士が交流できる場を設けるなどして、保育所の特

性を生かした保護者支援を行っています。 

・相談内容については、児童票に適切に記録され、必

要に応じて園全体会議等で、情報の共有をしていま

す。 

・相談を受けた保育士等が適切に対応できるよう、園

長、クラスリーダー、経験のある保育士に相談し助言

が受けられる体制を整えています。 

19．家庭での虐待等権利侵害の疑い

のある子どもの早期発見・早期対応及

び虐待の予防に努めている。 

□虐待等権利侵害の兆候を見逃さないように、

子どもの心身の状態、家庭での養育の状況につ

いて把握に努めている。 

□虐待等権利侵害の可能性があると職員が感

じた場合は、速やかに保育所内で情報を共有

し、対応を協議する体制がある。 

□虐待等権利侵害となる恐れがある場合には、

予防的に保護者の精神面、生活面の援助をして

いる。 

□職員に対して、虐待等権利侵害が疑われる子

どもの状態や行動などをはじめ、虐待等権利侵

害に関する理解を促すための取組を行ってい

る。 

□児童相談所等の関係機関との連携を図るた

めの取組を行っている。 

□虐待等権利侵害を発見した場合の対応等に

ついてマニュアルを整備している。 

□マニュアルに基づく職員研修を実施してい

る。 

 

 

 

 

A 

 

 

 

 

A 

・送迎時の保護者と子どもの関わりの様子や、日常の

保育の中での視診などを通して、虐待等権利侵害の兆

候を見逃さないようにし、子どもの心身の状態、家庭

での養育の状況について把握に努めています。 

・虐待等権利侵害の可能性があると職員が感じたり、

気づいたことがある場合には、速やかに園長に報告

し、対応を協議し、必要に応じて関係機関との連携を

図る体制があります。 

・職員は、虐待防止ハンドブックの使用や自治体で実

施される虐待に関する研修に参加しています。また、

園内でマニュアルの読み合わせを行うなど、虐待等権

利侵害に関する理解を促すための取り組みを行って

います。 

 

 

 



42 

 

A－Ⅲ 保育の質の向上 

評価分類・評価項目 
自己 

評価 

評価 

結果 
評価の理由（コメント）・評価根拠 

A－３－(１)  保育実践の振り返り

（保育士等の自己評価） 

20．保育士等が主体的に保育実践の

振り返り（自己評価）を行い、保育実

践の改善や専門性の向上に努めてい

る。 

□保育士等が、記録や職員間の話し合い等を通

じて、主体的に自らの保育実践の振り返り（自

己評価）を行っている。 

□自己評価にあたっては、子どもの活動やその

結果だけでなく、子どもの心の育ち、意欲や取

り組む過程に配慮している。 

□保育士等の自己評価を、定期的に行ってい

る。 

□保育士等の自己評価が、互いの学び合いや意

識の向上につながっている。 

□保育士等の自己評価に基づき、保育の改善や

専門性の向上に取り組んでいる。 

□保育士等の自己評価を、保育所全体の保育実

践の自己評価につなげている。 

 

 

 

 

A 

 

 

 

 

 

 

 

 

B 

 

 

・保育士等は、保育の計画や保育の記録を通して、自

らの保育実践の振り返り（自己評価）を行い、保育実

践の改善や専門性の向上に努めています。 

・定期的な振り返り（自己評価）として、日々の指導

計画の振り返りや、年に 2 回実施される園長面談で使

用する、スタッフシートを使用した振り返りが行われ

ています。 

・系列園の園長が、保育の様子を客観的に観察する機

会が設けられています。その内容についてクラスミー

ティングや個人面談で振り返りを行うことで、保育所

全体の保育実践の自己評価につなげています。 

・職員一人ひとりの自己評価は園長が集約し把握して

いますが、さらに自己評価について職員間で意見交換

をして学び合い、園全体としての自己評価につなげて

いくことが望まれます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


